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研
究
論
集
委
員
会
　
受
付
日
　
二
〇
二
一
年
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
承
認
日
　
二
〇
二
一
年
五
月
三
十
一
日

藤
原
て
い
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字

架
を
背
負
っ
て
』
論

―
開
拓
団
引
揚
げ
の
語
り
に
よ
る
引
揚
げ

文
学
へ
の
一
視
角

A Study on “Red H
ill Red River: Cross 

on Back ” w
ritten by FU

JIW
ARA TEI

―From
 the perspective of the m

igra-
tion narrative records by the pioneer 
group on Repatriation Literature

―

博
士
後
期
課
程　

日
本
文
学
専
攻　

二
〇
二
一
年
度
入
学

蘇　
　
　
　
　

昊　
　

明

SU
 H

aom
ing

【
論
文
要
旨
】

　

引
揚
げ
体
験
記
が
多
い
な
か
、
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
作
品
は
少
な
い
。
引

揚
げ
体
験
記
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
藤
原

て
い
に
よ
る
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』（
修
道
社
、

一
九
七
二
年
）
は
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
重
要
な
試
み
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
引
揚
げ
文
学
研
究
は
引
揚
げ
体
験
を
持
っ
た
作
家
た
ち
の
作
品
に
お
け
る

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
問
題
を
中
心
に
考
察
す
る
も
の
が
多
く
、
引
揚
げ
体
験
記
を
対

象
と
し
た
研
究
、
特
に
開
拓
団
の
引
揚
げ
体
験
記
を
対
象
と
し
た
研
究
は
ま
だ
少
な

い
。
本
稿
で
は
、
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
記
録
を
分
析
す
る
上
で
、

開
拓
団
の
「
満
州
」
に
お
け
る
位
置
付
け
、
お
よ
び
引
揚
げ
に
お
け
る
様
々
な
人
物

像
を
考
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
引
揚
げ
文
学
の
全
体
像
に
迫
り
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
藤
原
て
い　

開
拓
団　

引
揚
げ　

ジ
ェ
ン
ダ
ー　

他
者

は
じ
め
に

　

藤
原
て
い
は
一
九
四
九
年
、
自
身
の
引
揚
げ
体
験
を
素
材
に
書
い
た
『
流
れ
る
星

は
生
き
て
い
る
』
を
出
版
し
、
一
気
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
。『
流
れ
る

星
は
生
き
て
い
る
』
は
引
揚
げ
を
語
る
作
品
と
し
て
長
い
時
期
に
渡
り
、
広
く
読
ま

れ
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
藤
原
て
い
に
よ
る
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』（
修
道
社
、
一
九
七
二
年
）
は
注
目
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』

は
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
記
述
し
た
実
録
小
説
で
、
一
九
五
四
年
、「
呼
べ

ど
こ
た
え
ず
」
と
い
う
題
名
で
、
改
訂
縮
刷
決
定
版
の
『
大
東
亜
戦
史
』（
富
士
書
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苑
、
一
九
五
四
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
国
立
国

会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
版
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
七
二
年
、
修
道
社
よ

り
、
単
行
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
題
名
が
違
う
が
、
内
容
の
変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
本
稿
は
、『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
を
テ
キ
ス
ト
に

論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』

の
あ
と
が
き
に
お
い
て
、
藤
原
て
い
は
早
く
「
満
州）

1
（

」
へ
行
く
前
に
、
開
拓
団
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
、
引
揚
げ
後
、
昭
和
二
十
五
、
六
年
に
開
拓
団
が
「
ほ
と
ん

ど
全
滅
し
た
」
と
の
話
を
聞
き
、
す
ぐ
、
生
存
者
が
引
揚
げ
て
き
た
青
森
県
へ
取
材

に
赴
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
開
拓
団
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
は
上
野
駅
か

ら
、
鳴
り
物
入
り
で
送
出
さ
れ
る
兵
隊
と
、
無
言
に
送
出
さ
れ
る
開
拓
団
の
全
く
違

う
光
景
だ
と
藤
原
て
い
が
追
想
し
て
い
る
。
藤
原
て
い
が
農
村
、
農
民
に
関
心
を

持
っ
た
の
は
、
彼
女
自
身
は
農
村
出
身
で
あ
る
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
後
年

の
エ
ッ
セ
イ
集
の
中
か
ら
も
、
彼
女
の
農
村
へ
の
愛
着
と
関
心
が
読
み
取
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
同
じ
「
満
州
」
か
ら
の
引
揚
げ
体
験
を
し
た
開
拓
団
に
関
心
を
寄
せ
る

の
は
非
常
に
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
も
、『
赤
い
丘　

赤

い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
も
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
見
逃

さ
れ
て
き
た
。

　

日
本
の
敗
戦
に
伴
い
、「
満
州
」
在
住
の
日
本
人
は
引
揚
げ
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら

れ
た
。
塚
瀬
進
の
『
満
州
の
日
本
人
』
に
よ
る
と
、
敗
戦
当
時
、「
満
州
」
で
暮
ら

し
て
い
た
日
本
人
は
一
五
○
万
人
が
い
た）

2
（

。
ま
た
、
蘭
信
三
に
よ
る
と
、
一
九
三
二

年
か
ら
一
九
四
五
年
の
十
四
年
間
に
、
日
本
帝
国
か
ら
「
満
州
」
に
約
二
七
万
の
農

業
移
民
を
送
出
し
た）

3
（

。
つ
ま
り
、
当
時
で
は
農
業
移
民
は
「
満
州
」
に
お
け
る
日
本

人
の
二
〇
％
弱
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
引
揚
げ
に
お
い
て
、
二
七
万
人
の
農
業

移
民
の
中
で
、
八
万
人
近
く
が
犠
牲
と
な
り
、
満
州
で
の
敗
戦
に
伴
う
日
本
人
死
亡

者
総
数
の
四
五
％
を
占
め
た）

4
（

。
在
満
日
本
人
の
二
〇
％
弱
を
占
め
た
開
拓
団
が
引
揚

げ
に
お
け
る
死
亡
人
口
の
半
数
近
く
を
占
め
た
こ
と
は
開
拓
団
の
引
揚
げ
の
悲
惨
さ

を
語
っ
て
い
る
。
開
拓
団
の
高
い
死
亡
率
は
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
引
揚
げ
に
よ

る
被
害
者
意
識
形
成
の
一
要
因
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
拓
団
は
「
満

州
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
た
か
、
開
拓
団
は
い
か
な
る
引
揚
げ
を

体
験
し
た
か
は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
引
揚
げ
直
後
、
再
入
植
な
ど
の
実
情
も
あ
り
、「「
満
州
」
か
ら
の
引

揚
げ
の
大
多
数
を
占
め
る
開
拓
民
（
＝
「
避
難
民
」
―
（
逃
避
行
者
））
自
身
に
よ

る
体
験
記
は
一
九
五
○
年
前
後
に
は
存
在
せ
ず
、
第
三
者
の
記
述
に
よ
っ
て
お
り
、

そ
の
な
か
に
開
拓
民
も
姿
が
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
」、「
筆
を
執
り
え
な
い
（
執

り
え
な
か
っ
た
）
階
層
の
人
々
の
経
験
の
記
述
は
、
後
年
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
な

る（
5
）」
と
成
田
龍
一
は
『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史

―
語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記

憶
』
に
お
い
て
、
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
文
学
作
品
が
少
な
い
現
状
と
原
因
を

論
述
し
た
。
ま
た
、
朴
裕
河
に
よ
る
『
引
揚
げ
文
学
論
序
論
』（
人
文
書
院
、
二
〇

一
六
年
）
を
代
表
と
し
た
引
揚
げ
文
学
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
主
に
引
揚
げ
体
験
を

持
っ
た
作
家
た
ち
の
作
品
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
問
題
を
中
心
に
考
察
す
る

の
で
、
引
揚
げ
体
験
記
を
対
象
と
し
た
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
特
に
、
前
述
し
た
原

因
で
、
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
作
品
が
少
な
い
現
実
も
あ
り
、
そ
れ
を
対
象
と

し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
開
拓
団
を
取
り
扱
う
引
揚

げ
体
験
記
、
実
録
小
説
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
拓
団
員
の
引
揚
げ
を

解
読
す
る
こ
と
は
、
引
揚
げ
文
学
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
作
業
で
あ
り
、
引
揚
げ
全

体
像
に
迫
る
過
程
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
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作
品
が
少
な
い
な
か
、『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
は
開
拓
団

の
引
揚
げ
を
考
察
す
る
に
は
大
事
な
作
品
と
思
わ
れ
る
。

　
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
が
扱
っ
た
大
青
森
開
拓
団
は

「
一
九
四
四
年
十
月
、
青
森
開
拓
団
と
五
戸
郷
開
拓
団
お
よ
び
尾
上
開
拓
団
に
よ
り
、

合
併
し
た
開
拓
団）

6
（

」
で
あ
り
、「
満
州
」
の
北
の
ほ
う
の
「
ソ
満
」
国
境
近
く
に
入

植
し
た
開
拓
団
で
あ
る
。
大
青
森
郷
開
拓
団
は
、
一
九
四
五
年
八
月
十
三
日
よ
り
、

黒
河
省
遜
克
県
双
河
鎮
か
ら
出
発
し
、
翌
年
の
一
九
四
六
年
六
月
十
五
日
日
本
に
上

陸
し
た
。
出
発
時
、
合
計
四
七
〇
人
の
団
員
は
、
長
春
に
到
着
し
た
時
点
で
は
、
一

七
六
人
に
な
り）

7
（

、
そ
の
後
、
博
多
に
上
陸
す
る
ま
で
に
、
さ
ら
に
死
者
が
多
数
出

た
。『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
が
扱
っ
た
の
は
、
大
青
森
郷

開
拓
団
が
経
験
し
た
双
河
鎮
か
ら
長
春
ま
で
の
引
揚
げ
で
あ
る
が
、
引
揚
げ
に
お
け

る
開
拓
団
と
関
東
軍
と
の
力
学
、
開
拓
団
内
部
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、「
満
州
」
に

お
け
る
複
雑
な
人
間
様
相
な
ど
を
克
明
に
描
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
記
録
を
分
析
す
る
上
で
、

『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
を
読
み
込
み
、
開
拓
団
の
「
満
州
」

に
お
け
る
位
置
付
け
、
お
よ
び
引
揚
げ
に
お
け
る
様
々
な
人
物
像
を
考
察
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
引
揚
げ
文
学
の
全
体
像
に
迫
り
た
い
。

一
、
大
青
森
開
拓
団
の
引
揚
げ
に
対
す
る
記
述
の
推
移

　

大
青
森
郷
の
引
揚
げ
を
記
述
し
た
も
の
は
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
四
つ
あ

り
、
時
系
列
に
並
べ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
１
）
川
浪
元
「
大
青
森
郷
開
拓
団
遭
難
記
」（『
雄
鶏
通
信
』
一
九
四
九
年
五
月
）

　
（
２
）
麻
田
直
樹
「
開
拓
団
死
の
行
進
」（『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
上
、
富
士
書

苑
、
一
九
五
三
年
五
月
）

　
（
３
）
藤
原
て
い
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」（『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
、
改
訂
縮
刷

決
定
版
、
富
士
書
苑
、
一
九
五
四
年
六
月
）

　
（
４
）
川
崎
文
三
郎
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』（
五
戸
郷
開
拓

遺
族
会
、
一
九
六
三
年
八
月
）

　（
1
）
川
浪
元
「
大
青
森
郷
開
拓
団
遭
難
記
」

　

一
九
四
九
年
五
月
、『
雄
鶏
通
信
』
に
載
せ
ら
れ
た
川
浪
元
に
よ
る
「
大
青
森
郷

開
拓
団
遭
難
記
」
は
、
一
番
早
く
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
記
述
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。『
雄
鶏
通
信
』
と
い
う
雑
誌
は
す
で
に
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
版

さ
れ
た
も
の
は
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。「
遭
難
記
」

と
題
し
て
、
テ
ー
マ
は
い
う
ま
で
も
な
く
被
害
で
あ
る
。
記
録
は
逃
避
行
が
始
ま
る

直
前
か
ら
書
き
出
し
て
、
開
拓
団
の
置
か
れ
て
い
た
当
時
の
状
況
を
も
詳
し
く
記
し

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
逃
避
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
順
次
に
描
い
て
い
る
。

三
洲
義
勇
開
拓
団
に
避
難
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
三
洲
義
勇
開
拓
団
は
す
で
に
引
揚

げ
た
こ
と
、
途
中
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
に
出
会
い
、
ソ
連
軍
の
情
報
を
得
て
、
密
林
に
入

り
込
ん
だ
こ
と
、
密
林
を
脱
出
す
る
た
め
に
、
婦
女
子
、
老
人
九
十
名
を
密
林
に
置

き
去
り
に
し
た
こ
と
、
密
林
を
脱
出
す
る
途
中
団
員
が
次
々
と
な
く
な
っ
た
こ
と
、

六
河
林
で
「
満
人
」
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
、
諾
敏
開
拓
団
に
合
流
し
た
こ
と
、「
匪

賊
」
に
襲
撃
さ
れ
る
こ
と
、
綏
稜
の
収
容
所
で
ソ
連
兵
が
略
奪
に
来
る
こ
と
、
団
員

が
生
き
る
た
め
に
子
供
を
売
る
こ
と
、
助
産
婦
の
江
渡
美
代
の
死
を
記
述
し
た
。
記

録
は
開
拓
団
が
経
験
し
た
こ
と
を
俯
瞰
的
に
記
述
し
て
い
る
。
個
人
の
出
来
事
は
い
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く
つ
か
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
代
表
的
な
悲
惨
事
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
終
わ
り
の

と
こ
ろ
に
、
団
の
生
き
残
っ
た
人
数
と
死
亡
者
数
を
示
し
、
そ
の
逃
避
行
は
い
か
に

残
酷
な
も
の
か
を
立
証
し
て
い
る
。

　（
2
）
麻
田
直
樹
「
開
拓
団
死
の
行
進
」

　
「
大
青
森
郷
開
拓
団
遭
難
記
」
に
続
き
、
麻
田
直
樹
に
よ
る
「
開
拓
団
死
の
行
進
」

は
『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
上
に
収
録
さ
れ
、
一
九
五
三
年
五
月
、
富
士
書
苑
よ
り

刊
行
さ
れ
た
。「
開
拓
団
死
の
行
進
」
は
東
京
開
拓
団
、
哈
逹
河
開
拓
団
、
大
青
森

開
拓
団
の
三
つ
の
開
拓
団
の
逃
避
行
を
詳
し
く
記
述
し
た
ほ
か
、
第
八
次
大
泉
子
開

拓
団
を
始
め
、
十
一
の
開
拓
団
の
悲
惨
な
始
末
を
も
記
録
し
た
。「
死
の
行
進
」
と

い
う
の
は
も
と
も
と
囚
人
や
捕
虜
の
健
康
や
生
命
を
顧
み
な
い
強
制
的
な
移
動
の
こ

と
を
指
す
が
、
最
初
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
一
九
四
四
年
か
ら
四
五
年
の
冬
に
ナ
チ

ス
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
囚
人
の
強
制
移
動
に
対
し
て
後
年
歴
史
家
が
名
付
け

た
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
地
域
で
は
日
本
軍
に
よ
る
「
バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
」
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
過
酷
な
条
件
と
高
い
死
亡
率
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
開
拓

団
死
の
行
進
」
と
命
名
し
た
の
も
や
は
り
開
拓
団
の
引
揚
げ
は
過
酷
な
状
況
の
も
と

で
行
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
働
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。『
大
東
亜
戦
史
』
は
「
満
洲
、
朝
鮮
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、

タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
イ
、
太
平
洋
諸
島
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
等
、

東
亜
の
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
有
力
な
新
聞
通
信
の
記
者
諸
君
百
数
十
氏
に
よ
っ

て
執
筆
さ
れ
た）

8
（

」
も
の
で
あ
る
。「
満
州
」
か
ら
の
引
揚
げ
を
記
述
し
た
も
の
は
満

洲
篇
上
・
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
録
の
ほ
と
ん
ど
は
居
留
民
の
視
線
で

記
さ
れ
て
い
る
。
開
拓
団
の
逃
避
行
に
つ
い
て
記
述
し
た
の
は
「
開
拓
団
死
の
行

進
」
し
か
な
い
。
開
拓
団
と
い
う
特
殊
な
集
団
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
窺
え
る
。
な
お
、『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
下
に
、
藤
原
て
い
の
「
三
つ
の
国
境

線
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
三
つ
の
国
境
線
」
は
題
名
が
変
わ
っ
た
が
、
内
容
は

『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
藤
原
て
い
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

大
青
森
郷
開
拓
団
の
逃
避
行
を
記
述
し
た
部
分
は
「
愛
児
を
売
っ
て
食
い
つ
な
ぐ

―
黒
河
大
青
森
開
拓
団
の
難
行
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
内
容
は
「
大
青
森

郷
開
拓
団
遭
難
記
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。「
愛
児
を
売
っ
て
食
い
つ
な
ぐ
」
と
い

う
の
は
、
や
は
り
開
拓
団
の
逃
避
行
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
の
厳
し
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
の
記
録
の
中
で
は
、
作
者
の
視
線
は
主
に
開
拓
団
内
部
に
注
が
れ
、
外
界

と
の
交
渉
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
空
腹
の
な
か
「
六
河
林
」
に
着
い
て
よ

う
や
く
満
腹
で
き
た
こ
と
を
書
い
た
が
、「
大
青
森
郷
開
拓
団
遭
難
記
」
が
明
記
し

た
「
満
人
」
に
よ
る
援
助
だ
と
い
う
こ
と
は
省
略
さ
れ
た
。
他
の
東
京
開
拓
団
と
哈

逹
河
開
拓
団
の
逃
避
行
に
対
す
る
記
述
を
見
れ
ば
、
記
述
全
体
は
関
東
軍
へ
の
糾

弾
、「
匪
襲
」
に
よ
る
被
害
、
逃
避
行
の
悲
惨
事
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
対
外
的
な
視

線
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
。

　（
3
）
藤
原
て
い
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」

　
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
は
、
記
録
を
も
と
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
改
訂
縮
刷
決
定

版
の
『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
国
立
国
会
図
書
館
の
デ

ジ
タ
ル
版
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
の
注
に
よ
れ
ば
、

小
説
を
書
く
資
料
は
川
崎
文
三
郎
か
ら
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
川
崎
文
三
郎
は
青
森

郷
開
拓
団
の
総
団
長
を
務
め
て
い
た
人
で
、
後
、『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓

団
の
終
焉
』
と
い
う
題
名
で
、
大
青
森
郷
開
拓
団
に
属
す
る
五
戸
郷
開
拓
団
の
引
揚

げ
を
書
き
記
し
て
い
る
。
藤
原
て
い
は
、
一
九
五
〇
年
、
あ
る
い
は
五
一
年
頃
、
青
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森
で
川
崎
文
三
郎
に
取
材
し
た
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
体
験
を
「
呼
べ
ど
こ
た

え
ず
」
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
改
訂
縮
刷
決
定
版
の
『
大
東
亜
戦
史
』
満
洲
篇
に

（
２
）
で
紹
介
し
た
「
開
拓
団
死
の
行
進
」
も
再
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
は
、

大
青
森
郷
開
拓
団
に
つ
い
て
の
記
述
は
削
除
さ
れ
た
。「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
の
す

ぐ
後
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
大
青
森
郷
開
拓
団
に
つ
い
て
の
記
述
の
重
複

を
避
け
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
藤
原
て
い
の
夫
、
新
田
次
郎
に
よ
る
「
豆
満

江
」
と
い
う
彼
自
身
の
引
揚
げ
体
験
、
延
吉
で
の
体
験
を
作
品
化
し
た
も
の
も
同
じ

「
満
州
篇
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
が
描
い
た
出
来
事
は
前
述
し
た
二
篇
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
あ
る
。
大
青
森
開

拓
団
の
逃
避
行
の
全
貌
は
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
。「
呼

べ
ど
こ
た
え
ず
」
は
こ
の
大
き
な
枠
の
も
と
で
、
視
点
を
団
体
か
ら
個
人
に
移
し
、

特
定
の
開
拓
団
男
女
の
個
人
の
体
験
へ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
大
青
森
開
拓
団
の
逃
避

行
を
描
き
出
し
て
い
る
。
個
人
体
験
の
記
述
は
機
械
的
な
枠
組
み
に
血
肉
を
盛
り
込

む
よ
う
な
加
工
で
あ
る
。
作
品
の
前
半
は
加
代
と
い
う
子
持
ち
の
女
性
の
視
点
を
通

し
て
逃
避
行
に
お
け
る
女
性
の
困
難
な
ど
を
描
き
、
後
半
は
木
村
忠
三
と
い
う
団
長

代
理
役
の
視
点
で
引
揚
げ
の
出
来
事
を
描
く
こ
と
で
、
逃
避
行
に
お
け
る
人
間
の
心

理
的
葛
藤
を
描
出
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
前
の
大
青
森
開
拓
団
の
引
揚
げ
へ
の
記

述
と
一
貫
し
て
被
害
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
作
品
の
中
で
「
満
人
」
と

の
接
触
が
描
か
れ
、「
満
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
よ
り
明
白
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
開
拓
団
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
被
害
な
ど
も
描
か
れ
、
逃
避
行
の
現

実
味
を
高
め
た
。

　（
4
）
川
崎
文
三
郎
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』

川
崎
文
三
郎
に
よ
る
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』
は
、
五
戸
郷
開

拓
遺
族
会
よ
り
一
九
六
三
年
に
発
行
さ
れ
た
が
、
非
売
品
と
し
て
の
発
行
な
の
で
、

広
く
読
ま
れ
た
と
思
え
な
い
。
二
〇
一
三
年
、
塚
原
常
次
の
編
集
に
よ
っ
て
、『
花

な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
・
満
州
開
拓
女
教
師
の
記
録
死
線
を
こ
え

て
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の

終
焉
・
満
州
開
拓
女
教
師
の
記
録
死
線
を
こ
え
て
』
は
、「
川
崎
文
三
郎
に
よ
る
花

な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
」「
北
満
農
民
救
済
記
録
」「
大
青
森
郷
開
拓

団
避
難
状
況
報
告
並
捜
索
救
出
願
」、
及
び
田
中
コ
ノ
に
よ
る
「
満
州
開
拓
女
教
師

の
記
録
死
線
を
こ
え
て
」
を
収
録
し
た
上
、
塚
原
常
次
に
よ
る
あ
と
が
き
が
あ
り
、

「
満
州
国
」
及
び
引
揚
げ
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

川
崎
文
三
郎
は
五
戸
郷
開
拓
団
団
長
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
青
森
郷
開
拓
団
の
総

団
長
で
も
あ
る
。
敗
戦
当
時
は
応
召
し
て
、
開
拓
団
に
い
な
か
っ
た
。
川
崎
文
三
郎

の
妻
と
二
人
の
子
供
は
開
拓
団
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
が
、
密
林
に
置
き
去
り
に

さ
れ
、
な
く
な
っ
た
。
合
田
一
道
の
『
満
蒙
開
拓
団
の
終
焉　

検
証
・
満
州
一
九
四

五
年
夏
』
に
よ
る
と
、
川
崎
文
三
郎
は
引
揚
げ
後
複
数
の
開
拓
団
員
か
ら
状
況
を
聞

い
て
引
揚
げ
の
出
来
事
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
後
に
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開

拓
団
の
終
焉
』
に
書
い
た）

9
（

。

　
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』
は
川
浪
元
の
「
大
青
森
郷
開
拓
団

遭
難
記
」
を
ベ
ー
ス
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
両
作
の
大
部
分
は
ほ
と
ん
ど
一
緒

で
、
川
浪
元
と
川
崎
文
三
郎
は
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
証

明
す
る
も
の
は
ま
だ
な
い
。
前
述
し
た
通
り
、
大
青
森
開
拓
団
は
、
五
戸
郷
開
拓
団

と
青
森
開
拓
団
、
尾
上
開
拓
団
か
ら
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
五
戸
郷
開
拓
団

は
、
他
の
二
つ
の
開
拓
団
と
一
緒
に
、
大
青
森
開
拓
団
と
し
て
、
一
緒
に
行
動
し
て

い
た
。
作
品
の
中
で
は
「
迎
え
を
待
つ
」
と
い
う
新
設
し
た
節
が
あ
り
、
置
き
去
り
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に
さ
れ
た
人
々
の
状
況
、
心
情
を
探
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
作
品
の
最
後
に
「
つ
い
に

還
ら
ず
」
と
い
う
新
し
い
節
の
な
か
で
、
生
き
残
っ
た
人
々
が
途
中
で
亡
く
な
っ
た

人
を
偲
ぶ
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
川
崎
文
三
郎
が
五
戸
郷
開
拓
団
の
団
員

を
探
す
た
め
に
再
び
北
上
し
、
結
局
無
駄
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』
は
同
じ
く
被
害
を
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
。
特
徴
と
し
て
、『
花
な
き
墓
標

―
五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』
は
、
白
樺
小

屋
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々
の
視
野
を
取
り
入
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
残
さ

れ
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
心
情
で
死
を
迎
え
た
の
か
を
推
し
量
り
、
体
得
し
よ
う
と
試

み
た
。
そ
の
一
方
、
身
内
を
捨
て
た
団
員
の
無
念
も
綴
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
は
、
題
名

が
違
う
が
、
内
容
は
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
と
一
緒
で
、
一
九
七
二
年
、
修
道
社
よ

り
、
単
行
本
化
さ
れ
た
。
改
題
の
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』

は
、「
赤
い
」
と
い
う
色
は
戦
時
中
、
形
成
さ
れ
た
「
赤
い
夕
日
の
満
州
」
と
い
う

多
く
の
日
本
人
の
「
満
州
」
観）
₁₀
（

を
連
想
さ
せ
る
と
同
時
に
、
血
に
染
め
ら
れ
た
丘
、

河
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
作
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
十
字
架
は
キ
リ
ス
ト
教
の
代

表
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
受
難
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

作
品
は
前
述
し
た
大
青
森
郷
開
拓
団
の
引
揚
げ
に
関
す
る
記
述
と
同
様
に
被
害
を
語

る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
と
い
う
時
点
で
単
行
本
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
期
的
な

意
味
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
道
社
編
集
部
に
よ
る
「
本
書
の
背
景
に
つ
い

て
」
に
よ
れ
ば
、「
満
州
」
の
開
拓
団
の
悲
惨
な
結
末
は
、
こ
の
本
を
出
版
す
る
動

機
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
同
年
、
グ
ア
ム
島
か
ら
帰
還
し
た
横
井
庄
一
は
国
民
的

関
心
を
集
め
、
横
井
と
違
っ
た
形
の
苦
痛
を
体
験
し
た
満
蒙
開
拓
団
、「
関
東
軍
の

棄
民
的
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
の
民
族
的
悲
劇
」
に
つ
い
て
見
つ
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
日
本
社
会
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

き
っ
か
け
に
、
十
五
年
戦
争
や
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
、
加
害
責
任
の
自
覚
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
ニ
ク
ソ
ン

の
訪
中
宣
言
な
ど
の
動
向
に
よ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
日
本
は
、
日
中
関
係
を
新

し
く
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
は
、「
引
揚
げ
」「
抑
留
」
な
ど

へ
の
記
述
に
も
及
ん
だ）
₁₁
（

。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
作
者
の
藤
原
て
い
も
、
戦

争
や
植
民
地
支
配
へ
の
反
省
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
が
出
版
さ
れ
た
一
年
前
に
、
藤
原
て
い
は
エ
ッ

セ
イ
集
『
生
き
が
い
論
』
に
お
い
て
、「
今
ま
で
、
考
え
て
い
た
被
害
者
意
識
が
音

を
た
て
て
く
ず
れ
て
い
っ
た
」、「
為
政
者
に
同
調
し
て
、
中
国
大
陸
へ
、
ま
た
は
、

南
方
の
国
々
へ
と
軍
を
進
め
る
の
が
、
む
し
ろ
国
威
の
高
揚
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う

に
錯
覚
し
て
い
た
自
分
は
、
い
わ
ば
戦
争
の
共
犯
者
な
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
」

と
、
被
害
者
意
識
の
崩
壊
、
加
害
者
意
識
の
芽
生
え
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
の
単
行
本
化
は
満
蒙
開
拓
団
へ
の

問
い
直
し
で
あ
り
、
ま
た
、
他
者
と
の
関
係
性
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
は
「
ソ
連
国
境
の
黒
い
土
」「
湿

地
帯
の
死
の
沼
」「
密
林
の
彷
徨
」「
白
樺
小
屋
の
阿
修
羅
」「
匪
賊
来
襲
の
日
々
」

「
悪
鬼
と
善
鬼
」「
新
な
る
略
奪
者
」「
か
す
か
な
光
を
」
と
い
っ
た
八
つ
の
部
分
か

ら
な
っ
て
い
る
。
前
の
四
部
分
は
女
性
で
あ
る
加
代
の
視
点
に
よ
っ
て
展
開
し
、
後
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半
の
三
部
分
は
木
村
忠
三
の
視
点
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。
以
下
、
大
青
森
郷
開
拓
団

は
、「
満
州
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
た
か
を
分
析
す
る
上
で
、
引

揚
げ
に
お
け
る
人
間
諸
相
を
考
察
す
る
。

二
、
開
拓
団
と
関
東
軍
、
日
本
と
の
関
係
性

　

作
品
の
第
一
部
分
で
は
、
加
代
の
追
憶
に
よ
っ
て
、「
満
州
」
へ
入
植
す
る
時
期

が
四
年
前
の
一
九
四
一
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
青
森
郷

開
拓
団
は
青
森
開
拓
団
と
五
戸
郷
開
拓
団
及
び
尾
上
開
拓
団
に
よ
り
、
合
併
し
た
開

拓
団
で
あ
る
。
実
際
、
青
森
開
拓
団
は
一
九
四
〇
年
、
五
戸
郷
開
拓
団
は
一
九
四
一

年
、
尾
上
開
拓
団
は
一
九
四
三
年
に
「
満
州
」
の
黒
河
省
遜
克
県
に
入
植
し
た）
₁₂
（

。
し

か
し
、
作
中
に
お
い
て
、
な
ぜ
「
満
州
」
に
来
た
の
か
、「
満
州
」
へ
の
移
民
は
い

か
に
実
現
し
た
の
か
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
加
代
の
い
る
五
戸
郷
開
拓
団

の
入
植
時
間
は
蘭
信
三
の
『「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』（
行
路
社
、
一
九
九
四

年
）
に
よ
れ
ば
、「
満
州
」
移
民
事
業
の
第
二
期）
₁₃
（

に
あ
た
る
。
第
二
期
の
「
満
州
」

移
民
事
業
は
、「
二
十
ヶ
年
百
万
戸
送
出
計
画
」
が
発
表
さ
れ
る
に
伴
い
、
国
策
化

さ
れ
、
さ
ら
に
「
分
村
移
民
計
画
」
と
農
村
経
済
更
生
運
動
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て

政
府
政
策
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た）
₁₄
（

。
第
二
期
に
お
い
て
、「
満
州
開
拓
政
策
基

本
要
綱
」
が
打
ち
出
さ
れ
、「
満
州
」
を
「
東
亜
新
秩
序
建
設
」
の
拠
点
と
し
、「
満

州
」
移
民
事
業
を
「
日
満
両
国
の
一
体
的
重
要
国
策
」
と
位
置
付
け
た）
₁₅
（

。

　

加
代
が
い
る
双
河
鎮
は
青
森
に
似
た
風
土
で
、
加
代
た
ち
に
と
っ
て
「
骨
を
埋
め

る
場
所
ま
で
作
っ
て
お
い
た
」
場
所
で
あ
る
。
加
代
の
話
に
よ
れ
ば
、
そ
の
地
で
の

開
拓
団
の
任
務
は
、「
立
派
に
軍
へ
の
供
出
も
果
た
」
す
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
、

任
務
を
果
た
す
代
わ
り
に
、「
日
本
が
あ
る
。
私
達
の
背
後
に
は
あ
の
強
い
関
東
軍

が
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
開
拓
団
と
日
本
、
関
東
軍
と
の

関
係
性
は
、
開
拓
団
員
に
と
っ
て
、
一
般
的
な
認
識
で
あ
る
。
開
拓
団
の
背
後
に
日

本
が
あ
り
、「
満
州
」
へ
移
民
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
拓
団
民
は
あ
く
ま

で
も
日
本
人
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
が
敗
戦
す
る
ま
で
、「
満
州
国
」
に
お
い
て
、

国
籍
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
国
籍
法
制
定
を
阻
ん
だ
最
大
の
原
因
、

そ
れ
は
民
族
協
和
、
王
道
国
家
の
理
想
国
家
と
満
洲
国
を
称
し
な
が
ら
、
日
本
国
籍

を
離
れ
て
満
洲
国
籍
に
移
る
こ
と
を
峻
拒
し
続
け
た
在
満
日
本
人
の
心
で
あ
っ
た）
₁₆
（

」

と
山
室
信
一
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
と
切
り
離
し
て
、「
満
州
」
国
籍
へ
移

る
こ
と
を
「
在
満
」
日
本
人
が
心
理
的
に
拒
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
、

「
在
満
」
日
本
人
の
日
本
と
の
強
い
連
帯
感
が
あ
る
。
ま
た
、「
満
州
」
現
地
の
実
権

を
握
っ
て
い
る
関
東
軍
と
の
間
で
は
、
開
拓
団
が
軍
へ
の
供
出
を
果
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
関
東
軍
が
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
双
方
的
な
関
係
に
あ
る
と
、
開
拓
団
民

は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
作
品
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
事
実
関
係
を
み
て
み
る
と
、
事
情
は

違
っ
て
い
た
。
そ
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
ま
と
め
た
い
。
国
策
移
民
の
成
立

過
程
を
遡
っ
て
み
れ
ば
、
開
拓
団
と
関
東
軍
と
は
必
ず
し
も
そ
う
い
う
支
え
合
う
関

係
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
喜
多
一
雄
『
満
洲
開
拓
論
』（
明
文
堂
、
一
九
九
四

年
）
に
よ
れ
ば
、
満
州
へ
の
移
民
事
業
は
関
東
軍
と
内
地
の
加
藤
完
治
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。
関
東
軍
内
部
で
ま
ず
満
州
移
民
案
を
提
出
し
た
人

物
は
東
宮
鉄
男
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
四
日
、
加
藤
完
治

が
設
立
に
関
与
し
た
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
の
跡
地
に
あ
る
水
戸
市
内
原

郷
土
史
義
勇
軍
資
料
館
を
訪
問
し
、
満
州
開
拓
の
青
少
年
義
勇
軍
の
詳
細
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
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一
九
三
二
年
、
東
宮
鉄
男
は
石
原
莞
爾
に
二
通
の
意
見
具
申
書
を
提
出
し
た
。
意

見
具
申
書
は
関
東
軍
を
説
得
し
て
、
在
郷
軍
人
を
召
集
し
、
移
民
と
し
て
「
満
州
」

へ
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
移
民
の
目
的
は
日
本
軍
に
代
わ
っ
て
そ
の
任
務

を
続
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
軍
の
任
務
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
「
匪
賊
」
の
掃

討
及
び
ソ
連
へ
の
防
衛
で
あ
る
。
二
通
目
の
具
申
書
で
は
詳
し
く
実
行
案
を
立
て

た
。

　

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
日
本
内
地
で
は
加
藤
完
治
グ
ル
ー
プ
も
「
満
州
」
農
業
移

民
を
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
動
き
始
め
た
。
当
時
の
日
本
内
地
の
状
況
と
し
て
、
経
済

恐
慌
に
よ
っ
て
農
村
経
済
が
打
撃
を
受
け
、
過
剰
人
口
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

「
土
地
饉
餓
と
経
済
恐
慌
と
に
懊
悩
せ
る
日
本
農
民
の
た
め
に
、
新
た
な
る
壌
土
を

與
へ
、
経
済
的
生
産
の
機
会
を
作
出
せ
ん
と
し
、
其
極
、
大
量
の
邦
人
農
業
移
民
の

送
出
計
画）
₁₇
（

」
を
加
藤
完
治
グ
ル
ー
プ
が
練
り
上
げ
た
。
加
藤
グ
ル
ー
プ
が
農
業
移
民

を
提
案
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
土
地
饉
餓
と
経
済
恐
慌
と
に
懊
悩
せ
る
日
本
農
民

の
た
め
」
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
関
東
軍
の
「
満
州
」
移
民
に
対
す
る
需
要
は
、
加
藤
グ
ル
ー
プ
の
「
満

州
」
へ
の
移
民
送
出
の
需
要
は
結
果
的
に
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
三
二
年
、「
満
州
」
移
民
事
業
は
転
機
を
迎
え
、
加
藤
完
治
と
東
宮
鉄
男
が
連

携
し
て
「
満
州
」
移
民
事
業
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
加
藤
グ
ル
ー
プ

の
「
満
州
」
移
民
案
と
東
宮
鉄
男
の
「
満
州
」
移
民
は
内
実
に
お
い
て
大
き
な
ズ
レ

を
含
む
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
同
じ
「
満
州
」
へ
の
移
民
を
推
進
す
る
が
、
東
宮
鉄

男
が
代
表
す
る
関
東
軍
側
が
狙
っ
た
の
は
移
民
を
以
て
、
治
安
を
維
持
し
、
対
ソ
防

衛
を
は
た
す
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
加
藤
グ
ル
ー
プ
の
重
心
は
日
本
内
地
に
お
け
る

農
村
問
題
の
解
決
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
齟
齬
は
、
ソ
連
が
進
攻
し
て
く
る
と
と
も
に
、
露
呈
し
て
く
る
。
ソ

連
参
戦
し
た
後
、
大
青
森
郷
開
拓
団
は
日
ソ
開
戦
の
知
ら
せ
だ
け
を
受
け
、
そ
の
後

の
対
処
な
ど
に
つ
い
て
、
関
東
軍
か
ら
の
指
示
も
、
対
策
も
何
も
な
か
っ
た
。
作
品

に
も
描
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
双
河
鎮
に
い
る
日
系
居
留
民
は
、
す
で
に
何
処
か
へ

避
難
し
た
が
、
国
境
近
く
に
配
置
さ
れ
た
大
青
森
開
拓
団
は
、
関
東
軍
に
切
り
捨
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
加
藤
聖
文
は
『
満
蒙
開
拓
団　

虚
妄
の
「
日
満
一
体
」』
に
お

い
て
、
関
東
軍
と
開
拓
団
と
の
間
の
認
識
の
相
違
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
関
東
軍
に
と
っ
て
、
有
事
の
際
に
開
拓
民
や
義
勇
隊
員
が
実
戦
に
投
入
さ
れ
る
こ

と
は
当
初
か
ら
織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」、「
こ
れ
ま
で
に
、
召
集
を
免

れ
ら
れ
る
と
い
っ
た
風
評
を
信
じ
て
開
拓
団
民
に
応
募
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た）
₁₈
（

」。

つ
ま
り
、
関
東
軍
の
開
拓
民
を
軍
事
的
な
目
的
に
利
用
す
る
の
に
対
し
、
開
拓
民
の

認
識
の
中
で
は
、
開
拓
団
と
軍
事
的
な
役
割
と
は
無
関
係
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
軍
事
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
作
中
の
開
拓
団
に
お
い
て
、
農
業
移
民
の
目
的
に
対
す
る
認
識
の
相
違

も
読
み
取
れ
る
。
国
家
総
動
員
体
制
の
中
で
、
日
本
政
府
は
開
拓
団
を
招
致
す
る

際
、
開
拓
団
員
を
「
開
拓
の
戦
士
だ
、
鍬
の
戦
士
だ
」
と
持
ち
上
げ
て
い
た
。
そ
の

「
戦
士
」
と
い
う
呼
び
名
の
受
け
止
め
方
に
つ
い
て
、
開
拓
団
内
部
で
も
意
見
が
分

か
れ
る
。
ソ
連
参
戦
の
知
ら
せ
を
受
け
た
後
、
団
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
今
団
長
は

状
況
を
確
か
め
に
二
人
の
青
年
を
派
遣
し
た
。
そ
の
後
、
二
人
の
青
年
が
帰
ら
ず
、

今
団
長
は
「
斥
候
は
帰
り
ま
せ
ん
。
戦
死
で
す
」
と
宣
告
し
た
。
状
況
を
確
か
め
に

行
か
せ
た
青
年
を
斥
候
と
し
、
そ
の
死
を
戦
死
と
呼
ぶ
今
団
長
は
明
ら
か
に
戦
争
を

し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
、
開
拓
団
員
は
戦
場
に
赴
く
戦
士
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、「
自
分
は
日
本
人
で
あ
る
が
、
別
に
軍
人
で
も
な
け
れ
ば
、
警
察
官
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で
も
な
い
。
皆
と
同
じ
よ
う
に
農
民
な
の
だ
」（
一
三
四
頁
）
と
木
村
忠
三
が
独
白

す
る
よ
う
に
、
開
拓
団
員
は
あ
く
ま
で
も
農
民
で
あ
る
。
開
拓
団
長
と
団
員
と
の
間

に
、「
戦
士
」
に
対
す
る
認
識
の
ズ
レ
が
う
か
が
え
る
。
今
団
長
は
、
開
拓
団
員
が

背
負
っ
て
い
る
任
務
は
農
業
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
朝
有
事
の
時
に
、
戦
う
戦
士
に

な
る
の
も
求
め
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
開
拓
団
団
員
の
木
村
忠

三
は
、
自
分
が
「
軍
人
で
も
な
け
れ
ば
、
警
察
官
で
も
な
い
」
と
理
解
し
、「
青
雲

の
志
が
、
健
康
な
五
体
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
日
の
出
る
の
を
待
ち
か
ね
て
、
伐
採

に
出
る
の
だ
。
新
し
い
家
を
作
る
た
め
に
、
新
し
い
妻
を
迎
え
る
た
め
に
」（
一
四

二
頁
）「
満
州
」
へ
移
民
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
引
揚
げ
と
と
も
に
、
開
拓
団
員
の
中
で
、
開
拓
団
と
関
東
軍
、
日
本
と
の

関
係
は
最
初
に
思
っ
た
支
え
合
う
関
係
か
ら
変
化
し
て
い
く
。
逃
避
行
を
始
め
て
す

ぐ
、
開
拓
団
は
十
八
名
の
日
本
兵
隊
と
出
会
っ
た
。
開
拓
団
の
人
た
ち
は
「
日
本
の

兵
隊
さ
ん
だ
、
や
っ
ぱ
り
私
達
を
援
け
に
来
て
く
れ
た
」「
や
っ
ぱ
り
日
本
は
私
達

を
裏
切
ら
な
か
っ
た
」
と
思
い
、
兵
隊
の
た
め
に
、
炊
き
出
し
し
た
り
、
牛
を
殺
し

た
り
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
局
兵
隊
達
は
開
拓
団
か
ら
食

糧
を
も
ら
っ
た
だ
け
で
、
先
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
開
拓
団
の
逃
避
行
を
援
助
し
な

か
っ
た
。
開
拓
団
が
積
極
的
に
兵
隊
に
食
糧
を
提
供
す
る
の
に
、
兵
隊
は
再
び
開
拓

団
を
見
捨
て
た
。「
お
ら
、
氷
砂
糖
や
る
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
よ
う
」、「
お
ら
、
牛
殺

す
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
吐
き
捨
て
る
団
員
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
兵
隊
、
関
東
軍
、

日
本
へ
の
失
望
、
裏
切
ら
れ
た
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
苦
難
の
逃
避
行
が
終
わ
り
、
開
拓
団
の
人
た
ち
は
長
春
の
収
容
所
に
落

ち
着
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
長
春
か
ら
日
本
へ
引
揚
げ
る
目
処
が
立
た
な
い
ま
ま
、

越
冬
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

 　

開
拓
の
戦
士
だ
、
鍬
の
戦
士
だ
と
、
お
だ
て
上
げ
て
…
…
こ
の
ざ
ま
だ
。
五
年

も
六
年
も
流
し
た
汗
は
一
体
ど
う
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。
丸
裸
さ
。
そ
の

上
、
命
ま
で
く
れ
と
い
う
の
か
。
そ
ん
な
に
欲
し
け
り
ゃ
あ
く
れ
て
や
る
よ
、
馬

鹿
馬
鹿
し
い
。（
一
九
六
頁
）

　

日
本
政
府
は
農
業
移
民
を
「
開
拓
の
戦
士
だ
、
鍬
の
戦
士
だ
」
と
持
ち
上
げ
、
開

拓
団
を
満
州
へ
送
り
込
み
な
が
ら
、
ソ
連
が
侵
攻
す
る
際
、
開
拓
団
を
置
き
去
り
に

し
、
悲
惨
な
引
揚
げ
を
体
験
さ
せ
た
。
開
拓
団
員
は
日
本
に
約
束
さ
れ
た
、
苦
労
を

か
け
て
耕
作
し
て
き
た
土
地
も
何
も
か
も
失
い
、
絶
望
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
更

に
、
日
本
政
府
が
早
く
引
揚
げ
の
交
渉
を
図
っ
て
く
れ
ず
、
何
も
か
も
失
っ
た
ま
ま

で
「
満
州
」
で
越
冬
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
自
分
た
ち
を
死
に
追
い
や
る
こ
と
だ
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

関
東
軍
、
日
本
と
は
お
互
い
支
え
合
う
一
体
関
係
に
あ
る
と
開
拓
団
の
農
業
移
民

が
認
識
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
業
移
民
は
、
関
東
軍
に
と
っ
て
、
兵
站
地
、
対
ソ

防
衛
の
ト
ー
チ
カ
で
し
か
な
い
。
そ
の
欺
瞞
性
は
日
ソ
開
戦
し
、
関
東
軍
が
劣
勢
に

な
る
と
と
も
に
、
露
呈
し
て
く
る
。
開
拓
団
員
も
引
揚
げ
に
お
い
て
、
日
本
と
の
一

体
関
係
の
欺
瞞
性
を
悟
り
、
日
本
を
自
分
の
命
を
奪
う
対
立
関
係
に
置
く
よ
う
に
な

る
。

　

戦
後
、「
満
州
」
農
業
移
民
に
対
す
る
研
究
の
中
で
は
、
農
業
移
民
は
対
ソ
作
戦

の
「
人
間
ト
ー
チ
カ
」
と
い
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₁₉
（

。
結

果
的
に
み
れ
ば
、「
満
州
」
農
業
移
民
、
特
に
北
満
国
境
近
く
に
配
置
さ
れ
た
大
青

森
郷
開
拓
団
の
よ
う
な
開
拓
団
は
確
か
に
、「
人
間
ト
ー
チ
カ
」
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
関
東
軍
が
強
力
な
軍
事
力
を
持
っ
て
い
る
間
、
農
業
移
民
は
軍
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へ
の
食
糧
提
供
の
兵
站
地
と
し
て
機
能
し
、
関
東
軍
が
勢
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
な

か
、
農
業
移
民
が
、
日
ソ
戦
線
の
第
一
陣
地
に
置
か
れ
た
ト
ー
チ
カ
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
が
、
関
東
軍
の
本
当
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

三
、 
引
揚
げ
に
お
け
る
様
々
な
人
物
像
│
│
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か

ら

　

こ
れ
ま
で
の
引
揚
げ
、
お
よ
び
引
揚
げ
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
日
本
人
集
団
を
一

つ
の
全
体
と
し
て
扱
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
多
く
の
体
験
記
も
女
性
、
あ
る
い
は

男
性
だ
け
の
視
点
で
引
揚
げ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、『
赤
い
丘　

赤

い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
が
女
性
と
男
性
と
の
両
方
の
視
点
で
展
開
す
る
こ

と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
前
半
は
、
加
代
の
視
点
か
ら
、
夫
が
不
在
の
開
拓
団
女
性
は

ど
の
よ
う
な
逃
避
行
を
体
験
し
た
か
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
に
な
る
と
、

木
村
忠
三
を
中
心
に
、
村
上
と
い
う
男
性
団
員
の
言
動
に
注
目
し
な
が
ら
、
密
林
を

脱
出
し
た
後
の
逃
避
行
、
特
に
女
性
の
受
難
を
描
い
た
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
加
代
の
夫
の
モ
デ
ル
は
、『
花
な
き
墓
標　

五
戸
郷
開
拓
団
の
終
焉
』
の
筆
者

で
あ
る
川
崎
文
三
郎
で
あ
る
。
ま
た
、
木
村
忠
三
の
モ
デ
ル
は
中
村
忠
三
と
い
う
人

物
だ
と
思
わ
れ
る）
₂₀
（

。

　（
1
）
加
代
の
視
点
か
ら
│
│
女
性
の
受
難

　

逃
避
行
の
過
程
を
見
れ
ば
、
木
村
忠
三
は
逃
避
行
の
全
過
程
を
経
験
し
た
人
物
で

あ
る
。
作
品
の
視
点
は
木
村
忠
三
に
集
中
す
る
方
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。
し
か

し
、
藤
原
て
い
は
小
説
が
破
綻
す
る
危
険
性
を
冒
し
て
も
、
あ
え
て
、
女
性
の
加
代

を
前
半
の
主
人
公
に
設
定
し
た
。
そ
れ
は
、
藤
原
て
い
自
身
も
夫
が
い
な
い
状
況
下

で
、
子
供
三
人
を
連
れ
て
、
悲
惨
な
引
き
揚
げ
を
経
験
し
た
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が

多
い
と
思
わ
れ
る
。『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
の
な
か
で
描
か
れ
た
、
主
人
公

が
風
雨
の
中
で
、
幼
い
子
供
三
人
を
連
れ
て
逃
避
行
を
続
け
る
シ
ー
ン
は
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
の
中
で
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員

で
男
性
が
い
な
く
な
っ
た
開
拓
団
で
は
、
女
性
が
引
揚
げ
の
主
体
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
藤
原
て
い
に
と
っ
て
、
見
逃
せ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
女
性

の
受
難
も
、
作
品
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
田
澄
子
「
満
洲
へ
渡
っ
た
女
性
た
ち
の
役
割
と
性
暴
力
被
害
」
に
お
い
て
、
開

拓
団
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
満
洲
国
で
求
め
ら

れ
た
女
性
役
割
と
は
、
開
拓
民
で
家
長
で
あ
る
男
性
を
支
え
る
従
来
か
ら
の
良
妻
賢

母
で
あ
り
、
働
き
者
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
満
洲
国
を
純
粋
な
日
本
人
で
満
た
し

繁
栄
さ
せ
る
た
め
の
人
口
政
策
と
し
て
、
女
性
に
民
族
資
源
の
量
的
確
保
と
い
う
特

別
な
役
割
が
課
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、「
大
和
民
族
の
純
血
」
を
保
持

す
る
た
め
に
は
、
他
民
族
の
血
を
入
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た）
₂₁
（

」。

　

作
品
前
半
の
主
人
公
加
代
は
、
ま
さ
に
当
時
の
典
型
的
な
開
拓
団
女
性
と
し
て
表

象
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
敗
戦
直
前
に
、
開
拓
団
の
男
性
は
根
こ
そ
ぎ
動
員
で
応
召

し
て
い
く
中
、
開
拓
団
の
多
く
の
女
性
は
、
女
手
一
つ
で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、

農
業
に
従
事
し
て
い
た
。「
女
手
一
つ
で
、
立
派
に
軍
へ
の
供
出
も
果
た
し
て
み
せ

よ
う
」
と
男
性
が
な
く
な
っ
た
後
、
開
拓
団
の
女
性
た
ち
は
、
男
性
の
関
東
軍
へ
の

食
糧
供
給
と
い
う
役
目
を
肩
代
わ
り
に
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
忙
し
く
仕

事
す
る
助
産
婦
の
樋
渡
が
「
何
も
お
国
の
た
め
で
す
よ
、
生
め
よ
ふ
や
せ
よ
で
す
か

ら
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
国
の
要
求
に
応
え
、
開
拓
団
の
女
性
は
「
民
族
資
源

の
量
的
確
保）
₂₂
（

」
と
い
う
役
割
も
同
時
に
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
父
長
制
の
開

拓
団
に
お
い
て
、
男
性
は
主
体
的
な
地
位
に
あ
り
、
女
性
は
そ
の
補
助
役
と
し
て
要
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求
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
逃
避
行
が
始
ま
る
と
、
女
性
は
逃
避
行
に
お
い
て
、
最
悪
の
状
況
に
置

か
れ
、
何
人
か
の
子
供
を
連
れ
て
、
逃
げ
る
こ
と
に
な
る
。「
加
代
は
ど
う
や
ら
一

番
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
」「
木
村
忠
三
を
含
め
た
十
二
三
人
が
、
一
番
後
に
歩
き
お

く
れ
て
し
ま
っ
た
。
殆
ど
誰
も
が
子
供
を
連
れ
た
母
親
だ
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
逃

避
行
の
女
性
の
実
情
で
あ
っ
た
。
小
興
安
領
の
高
台
で
、
忍
泣
き
を
す
る
女
を
、
加

代
は
子
供
を
泥
沼
で
失
っ
た
母
親
だ
と
思
っ
た
。
疲
れ
切
っ
た
加
代
は
、
そ
の
女
を

見
る
気
力
も
な
く
、「
多
分
あ
の
女
は
、
あ
の
泥
沼
を
目
が
け
て
走
っ
て
い
っ
た
に

ち
が
い
な
い
」「
自
分
の
子
供
が
、
そ
こ
に
死
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
た
だ
呆

然
と
そ
の
女
に
起
き
た
こ
と
を
想
像
し
て
い
る
。
そ
の
想
像
は
た
だ
の
妄
想
で
は
な

く
、
加
代
が
見
て
き
た
風
景
で
あ
り
、
ま
た
、
加
代
の
身
に
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
の
は
、「
夫
は
応
召
し
て
い
る
に
ち

が
い
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
幼
い
子
供
を
連
れ
た
女
性
た
ち
の
逃
避
行
は
、
身
軽
な

人
よ
り
、
一
層
大
変
で
、
同
時
に
、
な
ん
の
助
力
も
な
い
。
泥
沼
に
は
ま
っ
た
女
の

多
く
は
夫
が
い
な
い
こ
と
で
、
子
供
を
泥
沼
に
呑
ま
れ
、
自
身
も
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
一
方
、
夫
が
身
近
に
い
る
女
性
と
、
い
な
い
女
性
は
運
命
の
軌
道
が
分
か
れ
て

し
ま
う
。
鈴
木
大
工
の
妻
き
ね
は
加
代
と
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
き
ね
は
夫
が

い
る
の
で
、
独
自
に
生
路
を
探
す
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
加
代
は
夫
が
い
な
い

か
ら
、
開
拓
団
に
運
命
を
任
せ
る
し
か
な
い
。
女
性
に
と
っ
て
、
逃
避
行
に
お
い

て
、
夫
が
い
る
か
い
な
い
か
で
、
生
死
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
加
代
と
開
拓
団
の
多
く
の
女
性
は
、
高
台
の
白
樺
小
屋
に
置
き
去
り
に

さ
れ
、
そ
こ
で
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
残
留
を
決
断
し
た
の
は
、
開
拓
団
の
幹

部
で
、
男
性
で
あ
る
。
猪
股
祐
介
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
戦
争
の
記
憶
を
越
え
て

―
「
満
洲
移
民
女
性
」
に
対
す
る
戦
時
性
暴
力
を
事
例
と
し
て
」
に
よ
れ
ば
、

「
満
州
」
に
入
植
し
た
開
拓
団
で
は
、「
一
般
開
拓
団
も
開
拓
団
法
に
よ
り
、
団
長
の

権
限
は
絶
対
化
さ
れ
た
。
満
州
開
拓
団
に
お
い
て
団
長
を
頂
点
と
す
る
家
父
長
制
が

敷
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る）
₂₃
（

」。
女
性
た
ち
は
、
運
命
を
他
者
に
決
め
ら
れ
る
立
場
に

い
る
。
団
長
を
は
じ
め
と
し
た
団
幹
部
は
絶
対
な
権
威
を
持
っ
て
、
団
の
事
務
を
決

断
し
て
き
た
。
逃
避
行
の
前
半
で
は
、
開
拓
団
の
組
織
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い

る
。
限
界
状
態
に
置
か
れ
た
開
拓
団
で
は
、
女
性
は
こ
の
よ
う
な
、
家
父
長
制
の
犠

牲
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
団
幹
部
の
命
令
で
、「
最
も
弱
っ
て
い
る
者
、
病

人
や
子
供
、
そ
れ
に
女
達
で
歩
け
な
く
な
っ
て
い
る
者
を
、
こ
の
山
の
麓
へ
残
し

て
、
力
の
あ
る
者
が
、
一
日
も
早
く
、
部
落
を
み
つ
け
て
、
食
糧
を
持
っ
て
迎
え
に

来
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
六
九
頁
）。「
一
週
間
」
と
い
う
目
安
は
、
な
ん
の
根
拠
も

な
く
、
明
ら
か
に
欺
瞞
で
あ
る
が
、
女
性
た
ち
は
そ
れ
に
反
抗
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
命
令
に
従
う
し
か
な
い
。
先
発
隊
に
つ
れ
て
も
ら
っ
た
女
性
も
い
る
が
、
女
性

を
つ
れ
て
い
く
か
、
残
す
か
を
決
め
る
の
は
、
団
幹
部
で
あ
り
、
男
性
で
あ
る
。
女

性
は
、
自
分
の
意
志
で
は
な
く
、
男
性
に
よ
っ
て
、
運
命
が
決
め
ら
れ
る
。

　

作
品
の
後
半
は
木
村
忠
三
と
い
う
男
性
の
視
点
を
通
し
て
展
開
し
て
い
く
が
、
木

村
忠
三
が
経
験
し
、
辛
く
感
じ
た
出
来
事
の
多
く
が
、
女
性
た
ち
の
身
に
起
き
た
不

幸
な
出
来
事
で
あ
る
。
ハ
ル
ピ
ン
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
逃
避
行
で
は
、
開
拓
団
は

何
回
も
「
匪
襲
」
に
遭
い
、
物
資
な
ど
を
奪
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
度
に
、

女
性
が
攫
わ
れ
た
り
、
暴
行
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
子
供
を
攫
わ
れ
た
り
し
て
、「
匪

襲
」
の
被
害
者
に
な
る
。
開
拓
団
に
は
男
性
が
全
く
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
匪
襲
」
に
立
ち
向
か
う
男
性
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
男
性
の
木
村
忠
三
は
、
開

拓
団
の
女
性
を
守
ろ
う
と
決
心
し
な
が
ら
も
、「
死
ぬ
の
は
い
や
だ
」
と
い
う
自
己
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保
身
の
た
め
に
、
身
を
挺
し
て
、
女
性
を
暴
行
か
ら
も
、
不
幸
か
ら
も
守
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。

　

綏
稜
で
若
い
女
性
が
ソ
連
兵
に
暴
行
さ
れ
た
と
き
、
木
村
忠
三
も
、
他
の
開
拓
団

の
女
性
も
、
黙
っ
て
い
た
。「
い
く
さ
に
敗
け
た
だ
も
の
、
し
か
た
ね
え
だ
べ
」（
一

六
三
頁
）
と
開
拓
団
の
女
性
は
そ
の
被
害
を
敗
戦
に
帰
結
し
て
い
る
が
、
被
害
の

時
、
守
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
男
性
を
見
逃
し
た
の
は
、
開
拓
団
と
し
て
の
共
同
性
に

亀
裂
を
入
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
る
の
が
、
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
集
団
と
し

て
の
開
拓
団
で
は
、
男
性
た
ち
は
反
抗
せ
ず
に
、
女
性
が
暴
行
を
我
慢
す
る
こ
と

で
、
団
全
体
の
壊
滅
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
女

性
を
犠
牲
に
し
て
、
開
拓
団
を
守
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
前
述
し
た
猪
俣
祐
介
が

「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
戦
争
の
記
憶
を
超
え
て

―
「
満
州
移
民
女
性
」
に
対
す
る

戦
時
性
暴
力
を
事
例
と
し
て
」
で
指
摘
し
た
「
ソ
連
軍
に
治
安
維
持
と
引
き
換
え

に
、
独
身
女
性
一
四
、
五
名
を
提
供
し
た）
₂₄
（

」
と
い
う
黒
川
開
拓
団
の
事
例
に
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
ソ
連
兵
の
暴
行
を
受
け
て
、
自
殺
し
た
女
性
は

「
勤
労
奉
仕
隊
で
来
た
女
学
生
」
だ
と
い
う
身
分
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
兵
力

が
足
り
な
く
な
り
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
開
拓
団
の
労
働
力
補
充

と
し
て
内
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
勤
労
奉
仕
隊
で
来
た
女
学
生
」
は
開
拓
団
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
解
明
す
る
に
は
、
作
品
の
描
写
が

あ
ま
り
に
も
少
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
女
性
の
存
在
は
決
し
て
見
逃
せ
な
い
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
逃
避
行
の
途
中
、
開
拓
団
の
女
性
た
ち
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
、
自
ら

「
満
人
」
に
身
を
売
っ
た
り
、「
満
人
」
の
妻
に
な
っ
た
り
、「
満
人
」
に
子
供
を

や
っ
た
り
し
て
い
た
。
開
拓
団
は
極
限
状
態
に
置
か
れ
る
な
か
、
か
つ
て
の
開
拓
団

の
主
体
の
男
性
た
ち
は
、
補
助
役
の
女
性
た
ち
を
守
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
。「
女
だ
か
ら
…
…
い
ざ
と
な
っ
た
ら
食
う
事
に
困
ら
ね
え
」
と
い
う
村
上
の
言

葉
は
、
開
拓
団
の
女
性
を
男
性
の
責
任
か
ら
追
放
し
た
の
で
あ
る
。

　

逃
避
行
に
お
い
て
、
女
性
た
ち
は
夫
が
い
な
い
こ
と
で
、
苦
労
し
た
り
、
命
を
落

と
し
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
は
同
様

に
強
調
し
て
い
る
。
男
性
が
い
な
い
原
因
が
違
う
が
、
夫
が
い
な
い
こ
と
で
引
揚
げ

の
女
性
た
ち
は
大
変
苦
労
を
し
て
き
た
こ
と
は
、
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

言
え
よ
う
。
し
か
し
、
開
拓
団
の
女
性
と
居
留
民
の
女
性
と
は
全
く
同
じ
立
場
に
置

か
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
家
父
長
制
の
厳
し
い
開
拓
団
の
中
で
、
男
性
が
主
体

で
、
女
性
が
補
助
役
で
あ
っ
た
。
女
性
は
、
補
助
役
と
し
て
、
男
性
た
ち
に
奉
仕
し

た
り
、
団
の
人
的
資
源
を
保
証
す
る
た
め
に
子
供
を
産
ん
だ
り
し
て
、
開
拓
団
の
一

員
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
逃
避
行
が
始
ま
る
と
、
同
じ
構
造
に
よ
っ

て
女
性
達
は
男
性
た
ち
に
運
命
を
決
め
ら
れ
、
切
り
捨
て
ら
れ
た
。
引
揚
げ
時
の
満

州
に
お
い
て
、
開
拓
団
は
一
番
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
開
拓
団
内
部

で
は
女
性
は
一
番
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
敗
戦
し
た
か
ら
、
仕
方
が

な
い
と
い
う
一
句
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。
も
っ
と
開
拓
団
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
長
春
へ
辿
り
着
い
た
あ
と
、
生
き
残
っ
た
開
拓
団
の
女
性
た
ち
は
、
強
い

生
命
力
と
行
動
力
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
自
由
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
開
拓
団
の
女
性
た
ち
は
、
農
家
で
働
き
、
自
活
が
で
き
て
、
さ
ら
に
病
弱
な
木

村
忠
三
を
養
う
よ
う
に
な
る
。
敗
戦
直
後
、
社
会
秩
序
が
混
乱
す
る
中
、
開
拓
団
従

来
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
も
一
時
に
変
化
が
起
き
た
。
女
性
は
従
来
の
規
範
か
ら
解
放

さ
れ
、
自
力
で
生
き
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
引
揚
げ
時
の
一
つ
の
特
徴
と
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み
て
い
い
。

　（
2
）
木
村
忠
三
と
村
上

　

密
林
を
脱
出
し
た
後
、
年
長
の
開
拓
団
幹
部
が
多
く
亡
く
な
り
、
作
品
の
後
半
部

は
、
主
に
木
村
忠
三
と
い
う
若
い
男
性
団
員
の
視
点
で
展
開
し
、
同
時
に
、
村
上
と

い
う
男
性
団
員
の
行
動
を
対
照
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
開
拓
団
男
性
の
引
揚
げ
に
お

け
る
姿
勢
を
描
い
て
い
る
。
作
品
の
後
半
は
、
木
村
忠
三
の
視
点
で
、
開
拓
団
集
団

に
降
り
か
か
る
被
害
を
描
い
た
が
、
そ
の
被
害
の
多
く
は
、
女
性
の
被
害
で
あ
る
。

木
村
忠
三
と
村
上
は
、
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
傍
観
者
と
し
て
、
女
性
の
被
害
を
眺

め
る
こ
と
に
な
る
。
女
性
に
起
き
た
被
害
を
傍
観
す
る
態
度
に
よ
っ
て
、
木
村
忠
三

と
村
上
の
形
象
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
。

　

木
村
忠
三
は
、「
正
義
と
か
勇
気
と
か
、
希
望
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
青
年
の
特
権
を

身
体
中
に
つ
め
込
ん
で
い
る
よ
う
な
青
年
」
で
あ
る
。
彼
は
、
応
召
し
て
い
っ
た
山

崎
総
団
長
の
依
頼
で
、
五
戸
郷
開
拓
団
の
団
長
代
理
役
を
務
め
て
い
る
。
逃
避
行
の

全
過
程
に
お
い
て
、
木
村
忠
三
は
強
い
責
任
感
を
背
負
い
、
同
時
に
、
そ
の
責
任
感

で
、
激
し
い
心
理
的
葛
藤
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　

白
樺
小
屋
に
残
し
て
来
た
人
た
ち
の
こ
と
を
、
木
村
忠
三
は
ず
っ
と
案
じ
て
い

た
。
内
心
の
責
任
感
と
正
義
感
は
、
木
村
忠
三
に
死
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
、
迎
え

に
向
か
わ
せ
た
。
し
か
し
、
白
樺
小
屋
に
た
ど
り
着
き
、
目
に
し
た
の
は
、
団
員
の

死
で
あ
る
。「
体
の
い
い
大
量
殺
人
で
は
な
い
か
。
足
手
ま
と
い
を
だ
ま
し
て
逃
げ

た
極
悪
の
裏
切
者
で
は
な
い
か
」
と
、
木
村
忠
三
は
開
拓
団
の
判
断
を
批
判
し
、
同

時
に
、「
自
分
の
良
心
だ
の
責
任
だ
の
、
人
道
だ
の
、
そ
ん
な
人
間
的
な
虚
飾
が
せ

つ
な
か
っ
た
」
と
自
分
の
人
間
的
感
情
に
苦
し
み
、「
女
達
の
よ
う
に
動
物
的
本
能

だ
け
の
虜
に
」
な
れ
な
い
こ
と
を
悔
や
み
、
深
い
虚
無
感
に
陥
る
。
木
村
忠
三
は
、

強
い
責
任
感
と
、
虚
無
感
と
の
二
重
の
苦
し
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
諾
敏
河
開
拓
団
に
合
流
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
木
村
忠
三
は
そ
の

虚
無
感
か
ら
脱
出
し
、「
女
達
を
満
人
の
暴
行
か
ら
守
っ
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
強
い
責
任
感
が
蘇
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
逃
避
行
で
は
、
女
性
達
は
度
々
「
満
人
」、
ソ
連
兵
の
暴
行
の
対
象
に
な

る
。
木
村
忠
三
は
人
数
の
多
い
「
満
人
」
と
武
器
を
持
っ
た
ソ
連
兵
の
前
で
は
ど
う

に
も
で
き
な
い
。
暴
行
を
受
け
た
女
性
に
手
を
差
し
伸
べ
な
い
こ
と
を
苦
に
思
い
な

が
ら
、
木
村
忠
三
は
「
自
己
保
存
」
の
た
め
に
女
性
を
見
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
後
、
開
拓
団
内
部
の
分
裂
が
現
れ
、
女
性
達
は
諾
敏
河
開
拓
団
に
戻
っ
た
り
、

「
満
人
」
の
妻
に
な
っ
た
り
し
て
生
き
る
道
を
探
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
「
結
局

は
自
分
の
力
が
足
り
な
か
っ
た
事
に
起
因
す
る
の
だ
」
と
木
村
が
自
責
し
、「
自
殺

も
出
来
ず
、
こ
う
し
て
陽
に
体
を
晒
し
て
、
指
導
者
ぶ
っ
た
口
を
利
い
て
い
る
で
は

な
い
か
。
で
き
る
事
な
ら
、
こ
の
自
分
を
吐
き
捨
て
た
い
」
と
さ
ら
に
自
己
嫌
悪
に

陥
る
。
木
村
忠
三
は
、
責
任
感
を
捨
て
き
れ
ず
、
同
時
に
、「
自
己
保
存
」
の
エ
ゴ

に
苛
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

密
林
を
経
由
す
る
逃
避
行
と
い
う
極
限
の
状
況
に
置
か
れ
た
木
村
忠
三
を
は
じ
め

と
す
る
開
拓
団
の
男
性
た
ち
は
、
深
い
密
林
の
中
で
、
大
自
然
に
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
女
子
供
、
老
人
を
守
る
と
い
う
果
た
す
べ
き
男
性
と
し
て
の
役
割
を
放
棄

し
た
。
諾
敏
河
開
拓
団
に
合
流
す
る
さ
い
、
木
村
忠
三
は
再
び
開
拓
団
の
女
性
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
後
の
逃
避
行
に

お
い
て
、「
満
人
」
に
も
、
ソ
連
兵
に
も
、
手
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

立
場
が
転
倒
さ
れ
た
「
満
州
」
で
は
、
日
本
の
男
性
た
ち
は
、
か
つ
て
植
民
地
時
代

の
「
満
人
」
の
よ
う
に
男
性
性
を
去
勢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
春
に
つ
い
た
後
、
発
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疹
チ
フ
ス
に
か
か
っ
た
木
村
忠
三
は
、
女
性
に
養
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
生
き
て

い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
去
勢
さ
れ
た
状
態
は
、
引
揚
げ
が
で
き
る

ま
で
続
い
た
。

　

綏
稜
で
は
、
木
村
忠
三
は
母
親
を
失
っ
た
少
女
を
救
お
う
と
し
た
。
白
樺
小
屋
の

多
く
の
団
員
の
死
に
つ
い
て
、「
す
で
に
、
こ
の
人
達
の
頭
の
中
か
ら
は
、
あ
の
白

樺
の
小
屋
は
消
え
去
っ
て
い
る
」
こ
と
で
、
木
村
忠
三
は
、
身
内
を
白
樺
小
屋
に
残

し
て
き
た
団
員
に
、「
何
か
絶
望
を
感
じ
た
」
の
で
あ
る
。
冷
酷
に
な
っ
た
団
員
達

に
対
し
て
、
そ
の
少
女
は
、
亡
く
な
っ
た
母
親
を
山
の
中
へ
残
し
て
き
た
こ
と
で
、

ず
っ
と
苦
し
ん
で
い
る
。
少
女
の
そ
の
い
わ
ゆ
る
良
心
に
、
木
村
忠
三
は
同
感
を
覚

え
、「
無
事
に
生
き
て
内
地
へ
連
れ
て
行
っ
て
や
り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
少
女
が
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
自
分
の
力
で
ど
う
に
も
な
ら

な
い
流
れ
に
、
押
し
流
さ
れ
て
行
く
人
間
の
切
な
さ
」
を
木
村
忠
三
は
再
び
味
わ
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　

開
拓
団
の
逃
避
行
に
お
い
て
、
木
村
忠
三
を
代
表
と
し
た
開
拓
団
の
男
性
た
ち

は
、
自
然
環
境
に
し
ろ
、「
満
人
」、
ソ
連
兵
に
し
ろ
、
対
抗
で
き
ず
、
そ
の
男
性
性

を
去
勢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
木
村
忠
三
は
自
分
の
力
で
、
置

き
去
り
に
さ
れ
た
人
を
探
し
に
戻
っ
た
り
、
母
親
を
失
っ
た
少
女
を
助
け
た
り
し

て
、
そ
の
男
性
性
を
取
り
戻
そ
う
と
試
み
た
が
、
大
自
然
の
中
で
も
、
情
勢
が
転
倒

さ
れ
た
「
満
州
」
社
会
で
も
、
そ
の
試
み
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

木
村
忠
三
は
、
強
い
責
任
感
と
無
力
感
と
に
悩
ま
さ
れ
、
団
員
を
救
い
得
な
か
っ

た
こ
と
で
、
自
己
嫌
悪
に
な
る
。
そ
の
内
心
の
葛
藤
で
逃
避
行
中
に
苦
し
ん
で
き

た
。
そ
の
よ
う
な
木
村
忠
三
と
対
照
的
に
、
村
上
と
い
う
人
物
も
同
時
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

村
上
は
「
内
地
に
い
た
時
肉
屋
を
し
て
い
」
て
、
も
と
も
と
農
民
で
は
な
か
っ

た
。
不
幸
な
家
庭
で
育
ち
、
教
育
を
あ
ま
り
受
け
な
か
っ
た
。
普
段
の
開
拓
団
生
活

で
は
、
土
地
に
対
す
る
愛
着
よ
り
、
本
業
の
養
豚
な
ど
が
得
意
で
あ
る
。
川
村
湊
に

よ
る
と
、「
政
府
・
軍
部
が
推
進
す
る
「
高
度
国
防
国
家
建
設
体
制
」
の
も
と
、
軍

需
産
業
の
肥
大
化
す
る
一
方
、
生
活
物
資
一
般
を
扱
う
中
小
商
工
業
の
経
営
が
逼

迫
、
失
業
者
・
転
業
者
を
多
く
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
農
業
移
民

と
し
て
満
洲
へ
送
り
出
そ
う
と
い
う
動
き
が
、
一
九
四
〇
年
以
降
、
拓
務
省
を
中
心

に
活
発
化
し
て
く
る）
₂₅
（

」
の
で
あ
る
。
村
上
は
そ
の
よ
う
な
帰
農
し
た
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
も
村
上
が
開
拓
団
に
対
す
る
感
覚
が
木
村
忠
三
と
違
う
一
つ
の
原
因
に
考
え
ら

れ
る
。

　

逃
避
行
中
、
村
上
は
団
員
の
た
め
に
馬
を
屠
殺
し
て
、
配
給
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
優
先
的
に
い
い
肉
を
手
に
入
れ
る
。
自
分
が
良
い
肉
を
食
べ
る
こ
と
を

馬
を
屠
殺
す
る
仕
事
の
報
酬
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
考
え
方
は
、
肉
屋
を
や
っ

て
い
た
商
人
の
考
え
方
で
あ
り
、
開
拓
団
の
一
員
と
し
て
の
集
団
的
な
考
え
方
で
は

な
い
。
村
上
は
開
拓
団
の
幹
部
で
も
な
い
し
、
開
拓
団
の
こ
と
を
任
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
公
平
に
配
給
す
る
な
ど
と
い
う
開
拓
団
に
対
す
る
責
任

感
に
囚
わ
れ
な
い
。
そ
の
あ
と
の
逃
避
行
で
も
、
村
上
は
い
つ
も
機
転
を
利
か
し
、

う
ま
く
生
存
し
て
い
く
資
源
を
手
に
入
れ
る
。

　

ま
た
、
精
神
面
に
お
い
て
、
木
村
忠
三
が
過
去
の
悲
惨
な
こ
と
で
悲
し
み
、
自
責

の
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
に
対
し
、
村
上
は
い
つ
も
元
気
で
、
前
に
向
か
っ
て
積
極
的

に
手
立
て
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
た
ち
の
悲
惨
な
境
遇
に
つ
い
て
、
木
村
忠

三
は
自
分
が
女
性
た
ち
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
苦
し
ん
で
い
る
に
対
し
、

村
上
は
、「
女
だ
か
ら
…
…
い
ざ
と
な
っ
た
ら
食
う
事
に
は
困
ら
ね
え
」
と
、
軽
く
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そ
の
悲
惨
事
を
片
付
け
る
。
木
村
忠
三
を
含
め
、
開
拓
団
員
が
、
体
力
と
精
神
力
が

衰
え
て
い
る
な
か
、
村
上
は
い
つ
も
元
気
に
動
い
て
い
る
。
村
上
が
死
ん
だ
団
員
の

こ
と
で
、
少
し
も
悩
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
す
る
様
子
を
見
せ
な
い
。「
何
と
傷
つ

か
な
い
人
間
な
の
だ
ろ
う
」「
不
死
身
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
木
村
忠
三
は
、
村

上
を
自
分
と
引
き
合
わ
せ
て
、
自
分
の
弱
さ
と
村
上
の
強
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。

　

し
か
し
、
村
上
は
全
く
人
情
が
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
諾
敏
河
開
拓
団
を

襲
撃
し
た
「
満
人
」
の
困
難
を
察
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
困
っ
て
い
る
木
村
に
食

糧
を
与
え
た
り
、
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
っ
た
少
女
に
卵
を
与
え
た
り
し
た
。「
風
に

乗
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
過
去
の
痛
手
を
一
寸
も
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
未

来
ば
か
り
に
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」（
一
五
九
頁
）
と
木
村
忠
三
が
嘆
く
よ
う

に
、
村
上
は
、
開
拓
団
責
任
を
一
身
に
背
負
い
、
苦
し
ん
で
い
る
木
村
忠
三
と
違

い
、
開
拓
団
に
対
す
る
責
任
感
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
生
き
て
い
く
こ
と
だ
け
を

考
え
る
。
ハ
ル
ピ
ン
に
つ
い
た
後
、
村
上
は
活
路
を
求
め
る
た
め
に
団
か
ら
離
脱
し

て
撫
順
へ
脱
出
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
作
中
に
お
い
て
、
木
村
忠
三
と
村
上
は
対
照
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
開
拓
団
が
極
限
な
状
況
に
置
か
れ
た
中
、
木
村
忠
三
は
、
団
を
任
さ
れ
た
と
い

う
強
い
責
任
感
と
外
界
に
対
す
る
無
力
感
と
に
と
ら
わ
れ
、
ず
っ
と
苦
し
ん
で
き

た
。
そ
れ
に
対
し
、
肉
屋
か
ら
帰
農
し
た
村
上
は
、
開
拓
団
に
対
す
る
連
帯
感
と
責

任
感
が
薄
く
、
自
分
が
生
き
て
い
く
こ
と
だ
け
を
考
え
て
行
動
す
る
。

　

木
村
忠
三
と
村
上
の
よ
う
な
対
照
的
な
人
物
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
極
限
状
況
に

置
か
れ
た
人
間
の
本
質
を
あ
ら
わ
に
し
た
一
方
、
男
性
性
の
去
勢
に
伴
う
開
拓
団
と

い
う
家
父
長
制
的
組
織
の
崩
壊
、
ま
た
、
そ
の
組
織
に
囚
わ
れ
た
人
間
の
心
理
的
葛

藤
、
そ
れ
か
ら
、
組
織
か
ら
逸
脱
す
る
人
間
の
可
能
性
を
提
示
し
て
く
れ
た
。

四
、
他
者
と
し
て
の
「
満
人
」

　

引
揚
げ
の
日
本
人
集
団
内
部
に
視
線
を
集
中
す
る
の
は
、
引
揚
げ
体
験
記
の
一
つ

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
部
へ
の
視
線
を
遮
断
す
る
こ
と
は
、
引
揚
げ

体
験
の
全
貌
を
取
り
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
。『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を

背
負
っ
て
』
が
他
の
大
青
森
開
拓
団
に
関
す
る
記
録
と
違
う
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

開
拓
団
の
外
部
に
も
目
を
向
け
、「
満
人
」
と
の
葛
藤
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
描
写
に
よ
っ
て
、「
満
人
」
の
表
象
は
よ
り
立
体
的
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
傀
儡
政
権
「
満
州
国
」
に
お
い
て
、
五
族
協
和
を
鼓
吹
し
な
が
ら
、

「
一
等
は
日
本
人
、
二
等
は
朝
鮮
人
、
三
等
は
漢
・
満
人）
₂₆
（

」
と
い
う
よ
う
に
「
満
州
」

在
住
の
各
民
族
を
ラ
ン
ク
付
け
し
、
日
本
人
は
他
の
民
族
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
。

『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
に
お
い
て
、「
満
人
」
と
呼
ば
れ
た

の
は
、
満
州
族
だ
け
で
は
な
く
、
漢
民
族
な
ど
を
含
む
中
国
人
の
こ
と
で
あ
る
。

　

密
林
を
脱
出
し
た
後
に
、
た
ど
り
着
い
た
六
河
村
で
は
、「
満
人
」
は
飢
え
死
に

し
か
け
た
開
拓
団
員
に
食
糧
を
与
え
、
日
本
語
の
わ
か
る
青
年
は
風
呂
を
沸
か
し
て

く
れ
た
。
そ
の
青
年
は
「
ハ
ル
ピ
ン
ノ
、
ニ
ホ
ン
ノ
ガ
ッ
コ
ウ
ニ
イ
マ
シ
タ
」
と
語

る
人
で
あ
る
。
そ
の
青
年
は
日
本
の
敗
戦
を
伝
え
、
木
村
忠
三
に
「
ス
ミ
マ
セ
ン
デ

シ
タ
」「
ミ
ン
ナ
オ
ワ
リ
デ
ス
」
と
話
し
か
け
た
。
日
本
の
学
校
に
い
て
、
日
本
人

に
親
切
な
青
年
は
、
運
命
を
日
本
の
植
民
地
支
配
と
と
も
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、

青
年
の
将
来
は
開
拓
団
と
同
じ
く
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
終
わ
り
に
さ
せ
ら
れ
た
。

一
部
の
日
本
支
配
に
将
来
を
託
し
た
中
国
人
の
、
日
本
の
敗
戦
で
希
望
が
破
れ
た
経

験
は
、
青
年
の
身
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、「
満
人
」
青
年
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は
日
本
人
の
木
村
忠
三
に
「
ス
ミ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
」
と
言
っ
た
。
日
本
の
植
民
地
支

配
か
ら
脱
出
し
た
「
満
人
」
は
、
日
本
人
に
謝
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
青
年
が
い
ま

だ
に
、
過
去
の
日
本
人
と
の
支
配
と
被
支
配
の
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
植
民
地
支
配
が
終
わ
り
、
被
支
配
民
族
が
、
支
配
民
族
に
向
か
っ
て
謝
る
の

は
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
し
か
見
え
な
い
。

　

一
方
、
青
年
の
「
ス
ミ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
」
を
聞
い
た
木
村
忠
三
は
、「
そ
う
だ
、

み
ん
な
終
わ
り
な
の
だ
。
こ
の
青
年
の
希
望
も
、
終
わ
り
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
一
体
何
と
い
っ
て
、
わ
び
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
戸
惑
っ
た
。
木
村
忠
三

は
詫
び
る
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
開
拓
団
の
終
わ
り
と
と
も
に
終

わ
っ
た
青
年
の
希
望
に
対
す
る
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
り
、
植
民
地
支
配
に
対
す

る
反
省
で
は
な
い
。
ま
た
、「
今
迄
の
生
活
も
、
今
迄
の
行
動
も
、
す
べ
て
、「
祖
国

日
本
」
と
い
う
、
バ
ッ
ク
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
基
盤
の
上
に
立
っ
た
生
き
方
だ
っ

た
」
と
開
拓
団
が
「
満
洲
」
で
の
存
在
を
木
村
忠
三
が
回
顧
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

回
顧
は
、
自
分
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
青
年
へ
の
申
し
訳
な
い
気

持
ち
は
あ
く
ま
で
も
、
青
年
が
日
本
と
一
体
に
な
っ
た
と
い
う
前
提
の
上
で
の
も
の

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
開
拓
団
が
四
海
店
に
着
い
た
時
、「
満
人
」
の
女
が
高
梁
飯
を
開
拓
団

に
送
っ
た
。
ま
た
、
綏
稜
へ
向
か
う
途
中
、
さ
ら
わ
れ
た
子
供
を
送
り
返
し
、
食
糧

と
防
寒
服
を
も
開
拓
団
に
送
っ
た
綏
稜
警
察
隊
の
「
満
人
」
が
い
た
。
こ
れ
ら
の

「
満
人
」
は
な
ぜ
日
本
人
を
助
け
た
か
に
つ
い
て
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
木
村
忠

三
は
「
い
た
わ
り
を
こ
め
た
そ
の
行
為
」
に
「
声
を
上
げ
て
泣
い
た
」。
日
本
人
が

困
り
き
っ
て
い
る
時
、
手
を
差
し
伸
べ
た
「
満
人
」
が
い
た
。
し
か
し
、「
満
人
も

い
い
人
が
い
る
な
あ
」
と
い
う
開
拓
団
の
女
性
の
嘆
き
は
、「
満
人
」
の
一
般
は
い

い
人
で
は
な
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
た
原
因
は
「
満
人
」
に
よ
る
被
害
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

開
拓
団
が
密
林
か
ら
脱
出
し
た
後
、
遭
遇
し
た
す
べ
て
の
不
幸
は
「
満
人
」
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
諾
敏
河
開
拓
団
で
「
満
人
」
が
集
団
的
に
襲
撃
し
て
き
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
逃
避
行
の
途
中
、
開
拓
団
の
女
性
に
暴
行
し
、
食
糧
と
衣
類
を

奪
っ
た
「
匪
賊
」
が
い
た
。
さ
ら
に
、
子
供
を
さ
ら
っ
た
「
満
人
」
も
い
て
、
ソ
連

兵
を
連
れ
て
、
収
容
所
へ
略
奪
に
く
る
「
満
人
」
も
い
た
。「
満
人
」
が
襲
撃
し
て

く
る
原
因
に
つ
い
て
、
木
村
忠
三
は
以
下
の
よ
う
に
追
憶
し
て
い
る
。

　

 　

あ
る
日
の
こ
と
団
本
部
へ
、
附
近
に
住
む
満
人
が
談
判
に
来
た
。
自
分
達
が
何

千
年
も
か
か
っ
て
開
墾
し
た
土
地
を
捨
て
値
で
売
放
し
て
、
そ
の
か
わ
り
に
と
し

て
新
し
い
奥
地
の
開
墾
地
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
奥
地
は
高
梁
も
で
き

な
い
荒
地
だ
か
ら
、
せ
め
て
、
こ
の
辺
の
空
地
を
開
墾
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
よ

う
な
事
を
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
（
中
略
）

　

 

あ
の
時
は
、
日
本
政
府
の
強
大
な
圧
力
に
屈
し
て
、
帰
っ
て
行
っ
た
の
だ
け
れ
ど

も
、
い
ま
日
本
が
崩
壊
し
た
今
日
、
彼
等
が
立
上
る
事
は
む
し
ろ
当
然
な
の
か
も

知
れ
な
い
。（
一
一
五
頁
）

　

木
村
忠
三
の
な
か
で
は
、「
満
人
」
が
な
ぜ
襲
っ
て
く
る
の
か
は
自
明
で
あ
る
。

日
本
の
開
拓
団
の
入
植
で
、
地
元
の
「
満
人
」
は
、
長
年
耕
作
し
て
き
た
土
地
を
安

値
で
手
放
し
、
奥
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
開
拓
団
近
く
の

空
地
を
開
墾
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
開
拓
団
の
入
植
に
よ
っ
て
、「
満
人
」
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は
首
を
扼
さ
れ
た
よ
う
に
、
生
き
て
い
く
土
地
を
奪
わ
れ
た
、
日
本
に
よ
る
「
満

州
」
移
民
の
被
害
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
日
本
人
に
対
す
る
怨
恨
の
タ
ネ
は
日

本
人
の
手
で
、
早
く
撒
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
は
木
村
忠
三
の
追
憶
か
ら
読
み
取
れ

る
。
木
村
忠
三
は
、「
満
人
」
の
そ
の
暴
行
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
で
は
、「
満
人
」
の
多

く
は
個
々
の
顔
を
持
っ
た
人
物
で
は
な
く
、「
黄
色
い
歯
」、「
綿
入
れ
の
満
服
」、

「
纏
足
」、「
ニ
ン
ニ
ク
の
臭
い
」
と
い
っ
た
視
覚
的
、
臭
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

表
象
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
全
篇
に
お
い
て
、
中
国
人
は
「
満
人
」
と
呼
ば
れ
、
ま

た
、
開
拓
団
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
「
満
人
」
は
「
匪
賊
」「
暴
民
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、「
悪
鬼
と
善
鬼
」
と
い
う
章
が
あ
り
、「
満
人
」
に
よ
る
援
助
と
加

害
を
交
え
て
書
い
て
い
る
が
、
援
助
し
た
「
満
人
」
に
し
ろ
、
加
害
し
た
「
満
人
」

に
し
ろ
、
一
律
に
「
鬼
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
開
拓
団
員
に
と
っ
て
、「
満
人
」

に
よ
る
被
害
の
度
合
い
は
、
は
る
か
に
援
助
を
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、

も
う
一
つ
の
理
由
に
、
開
拓
団
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
国
人
は
言
語
的
な
交
通
が

で
き
な
い
異
質
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

作
品
の
中
で
は
、
開
拓
団
員
は
「
満
語
」
が
話
せ
な
い
こ
と
で
、
当
地
の
「
満

人
」
と
交
流
で
き
な
い
こ
と
は
何
度
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
開
拓
団
の
人
た
ち
は
、

「
満
人
」
に
助
け
ら
れ
た
時
、「
シ
ェ
ー
、
シ
ェ
ー
、
シ
ェ
ー
」
し
か
言
え
な
く
、
ま

た
、
襲
い
か
か
っ
て
く
る
「
暴
民
」
に
、「
自
分
は
日
本
人
で
あ
る
が
、
別
に
軍
人

で
も
な
け
れ
ば
、
警
察
官
で
も
な
い
、
皆
と
同
じ
よ
う
に
農
民
な
の
だ
」（
一
三
四

頁
）
と
い
う
弁
解
も
で
き
な
い
。
言
語
は
壁
の
よ
う
に
、
日
本
人
と
「
満
人
」
の
間

に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
北
満
へ
入
植
し
て
も
、
殆
ど
日
本
人
ば
か
り
の

部
落
で
、
日
常
、
満
語
を
使
う
必
要
に
迫
れ
な
か
っ
た
人
達
ば
か
り
で
あ
っ
た
」

（
九
八
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
土
地
に
い
て
も
、
日
本
人
と
「
満
人
」
が
空
間
的

に
断
絶
し
て
い
る
。
そ
の
空
間
的
な
断
絶
に
よ
っ
て
、
ま
た
言
語
的
な
断
絶
が
生
ま

れ
る
。

　

言
語
の
不
通
は
、「
口
々
に
何
か
の
の
し
っ
て
い
る
」「
満
人
」
の
言
い
分
は
日
本

人
に
は
わ
か
ら
な
く
、
ま
た
、
日
本
人
の
「
満
人
」
に
訴
え
る
こ
と
は
、「
満
人
」

に
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
真
空
状
態
を
作
り
出
し
た
。「
満
人
」
の
「
勝
利
の
眼
、

反
抗
の
眼
、
憐
憫
の
眼
、
強
暴
な
ほ
ど
に
貪
欲
に
光
る
眼
」
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
情

緒
は
、
日
本
人
に
は
目
付
き
で
し
か
受
け
取
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
三
節
で
触
れ

た
よ
う
に
、
開
拓
団
の
女
性
の
役
割
の
一
つ
に
、「
民
族
資
源
の
量
的
確
保
と
共
に

大
和
民
族
の
純
血
を
保
持
す
る
こ
と）
₂₇
（

」
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
大
和
民
族
」
と

「
満
人
」
と
の
民
族
間
の
通
婚
は
許
さ
れ
ず
、
民
族
的
な
断
絶
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
が
敗
戦
後
、
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
「
満
州
」
で
は
、「
満
人
」
は
日
本
に
よ

る
被
害
を
清
算
し
た
。
ま
た
そ
の
清
算
が
度
を
超
え
て
、「
満
人
」
は
被
害
者
か
ら

加
害
者
へ
変
貌
し
て
い
く
。
一
方
、
混
乱
の
中
で
、
開
拓
団
の
日
本
人
に
助
け
の
手

を
差
し
伸
べ
た
「
満
人
」
も
い
る
。
加
害
者
で
あ
る
「
満
人
」
と
援
助
者
で
あ
る

「
満
人
」
と
の
両
方
が
作
品
の
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

「
満
人
」
の
ど
ち
ら
も
、
開
拓
団
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
交
通
、
交
流
の
で
き
な
い

異
質
な
他
者
で
し
か
な
い
。

　

な
お
、
第
一
部
分
の
「
恐
怖
の
伝
令
」
と
い
う
節
の
中
で
、
逃
避
行
中
の
開
拓
団

が
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
に
会
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
満
人
で
も
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
無
論
日
本
人
で
は
な
い
」
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
人
は
、
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
、

「
満
人
」
離
れ
で
、
日
本
人
に
も
属
さ
な
い
。
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
は
「
す
で
に
五
道
林
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に
は
ソ
連
の
騎
馬
が
駐
屯
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
、
そ
の
上
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
と
ソ
連

兵
と
交
戦
し
て
、
二
十
四
名
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
事
」
を
大
青
森

開
拓
団
に
告
げ
た
。
現
地
人
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
が
「
満
人
」
と
違
い
、
開
拓
団
を
襲

撃
せ
ず
、
ソ
連
兵
と
交
戦
し
た
と
い
う
の
は
、
関
東
軍
に
よ
る
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
工
作

の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
狩
猟
民
族
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
は
興
安
嶺
の
地
形
や
気
象

を
熟
知
し
て
勇
猛
、
射
撃
力
は
世
界
一
と
言
わ
れ
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
馬
は
山
の
湿
地
帯

や
密
林
の
網
状
の
木
の
根
を
踏
み
分
け
、
樹
林
の
す
き
間
を
身
を
く
ね
ら
せ
て
駆
け

抜
け
る
特
殊
能
力
が
あ
る
。
ソ
連
軍
が
満
州
中
央
部
に
入
る
に
は
大
小
興
安
嶺
を
通

過
す
る
か
ら
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
と
そ
の
馬
は
守
備
と
攻
撃
に
役
立
つ
。
そ
れ
に
オ
ロ

チ
ョ
ン
は
故
地
シ
ベ
リ
ア
に
同
胞
が
い
る
か
ら
諜
報
活
動
に
も
役
立
つ）
₂₈
（

」
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
早
く
一
九
三
四
年
か
ら
、
関
東
軍
の
特
務
機
関
は
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
に
つ

い
て
実
態
調
査
を
始
め
、
ま
た
同
年
、
日
系
満
軍
軍
官
を
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
居
住
地

域
に
派
遣
し
、
工
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
黒
河
特
務
機
関
、
海
拉
爾

特
務
機
関
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
生
活
必
要
品
の
入
手
経
路
を
た
ち
、
物
資
配
給
と
い

う
方
法
で）
₂₉
（

、
ま
た
、
ア
ヘ
ン
を
使
い
、
薬
漬
け
に
し
て）
₃₀
（

、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
を
支
配

し
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
部
隊
を
編
成
し
、
抗
日
軍
の
討
伐
、
対
ソ
戦
に
使
っ
た
。
大
青
森

開
拓
団
が
入
植
し
て
い
た
黒
河
省
は
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
工
作
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
作
中
に
お
い
て
は
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
に
対
す
る
描
写
は
非
常
に
少
な
い
が
、
日

本
人
と
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
と
の
関
係
性
を
提
示
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
現
実
に
お
い
て

は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
下
の
「
満
州
国
」
で
は
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
が
、
抗
日
軍
の

討
伐
、
対
ソ
戦
の
道
具
と
し
て
、
関
東
軍
に
位
置
付
け
ら
れ
、
日
本
が
敗
戦
し
た

後
、
切
り
捨
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い
。

終
わ
り
に

　

引
揚
げ
文
学
を
研
究
す
る
際
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
見

逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
描
い
た
作
品
も
少
な
い

し
、
こ
れ
ま
で
の
引
揚
げ
文
学
研
究
は
開
拓
団
の
引
揚
げ
を
扱
っ
た
作
品
を
論
述
し

た
も
の
も
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』

は
引
揚
げ
文
学
を
検
討
す
る
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
キ
ス
ト
と
思
わ
れ

る
。
大
青
森
郷
開
拓
団
に
対
す
る
記
述
を
論
述
し
て
き
た
通
り
、
開
拓
団
の
被
害
と

い
う
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を

背
負
っ
て
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
俯
瞰
的
な
視
角
で
は
な
く
、
女
性
団
員
と
男
性
団
員

両
方
の
視
角
か
ら
展
開
し
て
い
く
。
女
性
の
引
揚
げ
体
験
の
重
要
視
、
お
よ
び
男
性

の
視
角
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
敗
戦
に
よ
る
混
乱
の
中
で
、
開
拓
団
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
ソ
連
兵
の
行
進

を
阻
止
す
る
ト
ー
チ
カ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
開
拓
団
の
中
で
、
苦
境
の
中
に

置
か
れ
た
女
性
は
開
拓
団
内
部
に
お
い
て
も
、
外
部
に
お
い
て
も
、
一
番
弱
い
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
。
開
拓
団
の
男
性
達
は
、
団
が
被
害
を
受
け
る
中
、
木
村
忠
三
の

よ
う
な
、
団
に
対
す
る
責
任
感
と
自
分
の
無
力
と
に
苦
し
ん
だ
人
も
い
る
し
、
ま

た
、
村
上
の
よ
う
な
開
拓
団
と
い
う
集
団
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
自
に
生
き
る
道
を
探

る
人
も
い
る
。
そ
の
一
方
、
団
外
部
に
お
い
て
、「
満
人
」
対
日
本
人
の
関
係
は
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
、
被
害
と
加
害
の
転
換
が
見
ら
れ
た
。
満
人
の
被
害
者
か
ら
加

害
者
へ
の
転
換
は
、
戦
後
、
日
本
人
の
「
満
州
」
植
民
地
支
配
に
対
す
る
反
省
の
回

路
を
遮
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
赤
い
丘　

赤
い
河

―
十
字
架
を
背
負
っ
て
』
は
開
拓
団
の
引
揚
げ
に
お
け
る
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複
雑
な
加
害
、
被
害
関
係
を
提
示
し
て
、
引
揚
げ
に
お
け
る
様
々
な
人
物
像
を
書
き

上
げ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
開
拓
団
が
多
く
の
死
者
を
出
し
た
の
は
、
ソ
連
軍
、

「
満
人
」
に
よ
る
暴
行
だ
け
で
は
な
く
、
開
拓
団
内
部
の
決
断
に
よ
っ
て
、
多
く
の

女
性
団
員
、
子
供
、
老
人
を
死
な
せ
た
こ
と
を
描
い
た
の
も
、
引
揚
げ
文
学
を
考
察

す
る
さ
い
に
は
、
新
し
い
重
要
な
視
角
を
提
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）　

現
在
の
中
国
東
北
地
方
。

（
２
）　

塚
瀬
進
『
満
洲
の
日
本
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
一
頁

（
３
）　

蘭
信
三
『「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』（
行
路
社
、
一
九
九
四
年
二
月
）
四
五
頁

（
４
）　

浅
田
喬
二
「
満
州
農
業
移
民
と
農
業
・
土
地
問
題
」『
岩
波
講
座　

近
代
日
本
と
植

民
地
３
植
民
地
化
と
産
業
化
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
二
月
）

（
５
）　

成
田
龍
一
『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史　

語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記
憶
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
九
七
頁

（
６
）　

藤
巻
啓
森
「
日
本
帝
国
主
義
下
の
植
民
地
経
営

―
青
森
県
の
〝
満
州
移
民
〞
経
緯

に
つ
い
て
」（『
青
森
明
の
星
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）
八
七

頁

（
７
）　

川
浪
元
「
大
青
森
郷
開
拓
団
遭
難
記
」（『
雄
鶏
通
信
』
一
九
四
九
年
五
月
号
）

（
８
）　

東
久
邇
稔
彦
『
大
東
亜
戦
史
』（
富
士
書
苑
、
九
五
三
年
五
月
）
序
文

（
９
）　

合
田
一
道
『
満
蒙
開
拓
団
の
終
焉　

検
証
・
満
州
一
九
四
五
年
夏
』（
扶
桑
社
、
二

〇
〇
八
年
八
月
）

（
10
）　

劉
建
輝
「「
満
洲
」
幻
想
の
成
立
と
そ
の
射
程
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』（〈
特
集
〉
日
中

か
ら
見
る
「
旧
満
洲
」）
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

（
11
）　

成
田
龍
一
、
前
掲
書
、『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史　

語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記

憶
』
を
参
照
。

（
12
）　

藤
巻
啓
森
、
前
掲
論
文
、「
日
本
帝
国
主
義
下
の
植
民
地
経
営

―
青
森
県
の
〝
満

州
移
民
〞
経
緯
に
つ
い
て
」、
八
五
頁

（
13
）　

第
１
期
は
一
九
三
二
年
〜
一
九
三
六
年
、
第
２
期
は
一
九
三
七
年
〜
一
九
四
一
年
、

第
３
期
は
一
九
四
二
年
〜
一
九
四
五
年
で
あ
る
。

（
14
）　

蘭
信
三
、
前
掲
書
、『「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』
四
八
頁

（
15
）　

蘭
信
三
、
前
掲
書
、『「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』
四
九
頁

（
16
）　

山
室
信
一
『
キ
メ
ラ　

満
洲
国
の
肖
像
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
七
月
）
二
九

八
頁

（
17
）　

喜
多
一
雄
『
満
洲
開
拓
論
』（
明
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
六
一
頁

（
18
）　

加
藤
聖
文
『
満
蒙
開
拓
団　

虚
妄
の
「
日
満
一
体
」』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）

（
19
）　

浅
田
喬
二
、
前
掲
論
文
、「
満
州
農
業
移
民
と
農
業
・
土
地
問
題
」
七
九
頁

（
20
）　

川
崎
文
三
郎
「
大
青
森
郷
開
拓
団
避
難
状
況
報
告
」
塚
原
常
次
『
北
満
農
民
救
済
記

録
』（
二
〇
一
四
年
九
月
）

（
21
）　

松
田
澄
子
「
満
洲
へ
渡
っ
た
女
性
た
ち
の
役
割
と
性
暴
力
被
害
」（『
生
活
文
化
研
究

所
報
告
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

（
22
）　

拓
務
省
拓
北
局
輔
導
課
『
女
子
拓
殖
指
導
者
提
要
』（
拓
務
省
拓
北
局
、
一
九
四
二

年
）
一
二
四
頁

（
23
）　

猪
股
祐
介
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
戦
争
の
記
憶
を
越
え
て

―
「
満
洲
移
民
女
性
」

に
対
す
る
戦
時
性
暴
力
を
事
例
と
し
て
」（『
軍
事
史
学
』
第
五
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一

五
年
九
月
）

（
24
）　

猪
股
祐
介
、
前
掲
論
文
、「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
戦
争
の
記
憶
を
越
え
て

―
「
満

洲
移
民
女
性
」
に
対
す
る
戦
時
性
暴
力
を
事
例
と
し
て
」

（
25
）　

川
村
湊
『
満
洲
開
拓
叢
書　

第
３
巻
』
解
説
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

（
26
）　

山
室
信
一
、
前
掲
書
、『
キ
メ
ラ　

満
洲
国
の
肖
像
』
二
七
九
頁

（
27
）　

拓
務
省
拓
北
局
輔
導
課
『
女
子
拓
殖
指
導
者
提
要
』（
拓
務
省
拓
北
局
、
一
九
四
二

年
）
一
二
四
頁

（
28
）　

林
郁
「「
満
洲
国
」
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
工
作
と
そ
の
最
期
」（『
植
民
地
文
化
研
究
』
第

三
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）

（
29
）　

杉
目
昇
『
関
東
軍
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
工
作
と
興
安
嶺
を
超
え
て
退
避
し
た
日
本
人
の
記

録
』（
私
家
版
、
別
府
：
杉
目
昇
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵

（
30
）　

中
生
勝
美
「
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
を
阿
片
漬
け
に
し
た
日
本
軍
―
「
満
州
国
」
少
数
民
族

宣
撫
工
作
の
裏
面
」（『
世
界
』
六
七
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）


